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令和８年新春を迎え、謹んで新年のご挨拶を申

し上げます。

昨年も、台風や線状降水帯による河川氾濫や土

砂災害、山林火災や火山活動、トカラ列島近海・

熊本阿蘇で発生した地震、また、自然災害と同

様に生活を支えるインフラの老朽化が原因とさ

れるトラブルも身近な社会問題として注目されま

した。

　

日本政府は、防災減災、国土強靭化の取組の

切れ目ない推進として、6月に『第１次国土強靱

化実施中期計画』を発表しました。２０２６年度

から２０３０年度の５年間に持続可能な社会を

実現するため、防災インフラの整備、ライフライ

ンの強靭化、地域防災など具体的な施策が立案

されています。

国土強靭化政策の発表に伴い、建設業・潜水

士の必要性はこれまで以上に高まることが予測

されます。防災減災を目的としたインフラの整備、

また、現在も、能登半島地震の復旧復興業務に、

会員各社が港湾建設関係団体と協働して作業を

行っていますが、万一の災害発生時には、各機関

との包括的な災害協定のもと、港湾・水中インフ

ラを守る重要な役割を担います。

近年は、建設業全体の問題となっている技能労

働者の不足、潜水士も同様に新規採用者数は減

少し、高齢化が進み全体数は減少傾向にありま

す。会員各社は、持続可能な事業量の確保ととも

に『担い手確保と育成』が最大の課題となってい

ます。

協会では、潜水を指導している高等学校との連

携を行い、一般の方を含め。本部・支部で求人を

目的とした、潜水士の仕事の紹介・見学会などの

活動を実施しています。

その一部として、昨年の主な活動を報告しま

す。

一般社団法人　日本潜水協会

会　長　　髙　橋　　宏

  新年のご挨拶
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１．一般の方へ

〇海の日プロジェクト　

〇東京湾大感謝祭

〇各港の港まつり

２．岩手県立種市高校

〇担い手の確保・育成に係る連絡調整会議

（関係6団体）

３．全国水産海洋高等学校

〇校長協会・潜水部会で潜水作業を紹介

〇出前講座　

〇現場見学会

４．大学

〇山口大学　

〇日本大学工学部海洋建築科　

〇茨城大学工学部土木科

５．潜水技術研修

〇東北支部水中溶接（種市高校で開催）

また、全国水産高校校長協会潜水部会のご提

案で、同部会ホームページ関係団体連携コーナー

に、日本潜水協会HP、国土交通省港湾局が発信

している『みなとではたらく！』、求人を希望して

いる会員会社HPを掲載していただきました。　

潜水士は、水中で働くことができる唯一の職業

であり、国民の生活を水中から支える大きな役割

と責任を担っています。

潜水作業にもＩＣＴ技術の導入と機械化が推

進され、潜水士に替わる技術と捉えられることが

ありますが、むしろ、時代に合った『生産性の向

上』、『安全性の向上』の一助として、人力による

潜水作業の高度な技術力が衰退することがない

よう配慮して活用すべきと考えています。

また、新技術の導入は、若手や女性の参入、技

術指導にも効果的であり、潜水士と新技術が協

働することで潜水業界が成長し、若手が早い段

階から活躍できる魅力ある職業として自信を持っ

て紹介できる可能性を秘めています。

これからも、潜水業を持続可能な職業とするた

め『潜水士の地位向上』、『潜水作業の安全と技

術の向上』を目標として、国土交通省港湾局・港

湾建設関係団体皆様のご指導のもと、港湾の発

展・水中インフラ整備の一助として寄与する所存

です。重ねて、皆様のご理解とご支援をお願い申

し上げます。

本年も、皆様のご活躍とご多幸・ご健勝を祈念

申し上げ、年頭の挨拶とさせていただきます。
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新年を迎え、謹んで新春の御挨拶を申し上げ
ます。

本年も、引き続き、「国民の安全・安心の確保」、
「力強い経済成長の実現」、「個性をいかした地
域づくりと持続可能で活力ある国づくり」を重点的
に取り組む三本の柱として、全力で取り組んでまい
る所存です。

①国民の安全・安心の確保

（能登半島における自然災害からの復旧・復興）
能登半島地震の発生から２年、そして、復興

中の奥能登を襲った豪雨から約１年３月が経ちまし

た。震災や豪雨によって亡くなられた方々の御冥
福を改めてお祈りいたします。

被災地の賑わいと笑顔を一日も早く取り戻し、被
災された方々の生活やなりわいの再建が叶うよう、
国土交通省を挙げて、復旧・復興を、急いでまい
ります。

港湾については、被災地の復旧やなりわいの再
建に資する災害廃棄物や建設資材等の輸送を優
先しながら、被災施設の本復旧を進めております。
引き続き港湾利用を確保しつつ、段階的な復旧工
事に取り組み、令和７年度末には被災前の取扱
貨物量の回復を目指すとともに、令和８年度末まで
に主要係留施設全ての本復旧完了を目指してまい
ります。

（災害対応体制の強化）
地方公共団体への災害発生後の支援について

は、TEC-FORCE の機能強化に加え、港湾、空
港等について、災害対応や適切な管理等に対す
る国の直接支援を強化してまいります。

具体的には、港湾においては、非常災害等が
発生した場合に、港湾法に基づき港湾管理者か
らの要請を受け、港湾施設の一部を国が管理す
る制度を活用した支援を行ってまいります。

空港においては、災害時に地方管理空港の空
港管理者から要請があった場合に、空港法に基
づく工事と空港運用の代行制度により、支援を行っ
てまいります。

（港湾の保全及び円滑な利用の確保）
令和６年能登半島地震においては、能登半島

地域の受援側の港湾とその周辺の支援側の港湾

国土交通大臣

金　子　恭　之

  新年のご挨拶
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が連携し、支援物資等の海上輸送が実施されま
した。この教訓を踏まえ、緊急物資等の輸送拠点
としての港湾機能の確保を図るための措置を含む
「港湾法等の一部を改正する法律」が昨年４月
に成立しました。これを受けた施策の推進を含め、
災害時の海上支援ネットワーク形成のための港湾
の防災拠点機能の強化を推進してまいります。

官民の様々な主体が立地する港湾において、
気候変動への適応を効果的に実施するため、関
係者が協働して気候変動への適応水準や時期に
係る共通の目標等を定めるとともに、ハード・ソフ
ト両面の対策を進める「協働防護」については、
昨年４月の港湾法改正で制度化した枠組みを活用
し、予算・税制・技術面の支援も含めて取組を進
めてまいります。

②力強い経済成長の実現

（港湾ロジスティクスの強化）
昨年 11 月４日に設置された日本成長戦略本部

において、「危機管理投資」・「成長投資」による
強い経済の実現に向けた戦略分野の一つとして、

「港湾ロジスティクス」が挙げられました。我が国
の国際競争力を向上させ、経済安全保障の強化
を図るため、港湾のサイバーセキュリティ対策やサ
イバーポートによる港湾関連手続の電子化、さら
には「ヒトを支援するＡＩターミナル」等の取組により、

「港湾ロジスティクス」の強化を図ってまいります。

（基幹的な交通体系の整備）
港湾分野においては、我が国のサプライチェー

ン強靱化に資する国際基幹航路の維持・拡大を
図るため、国際コンテナ戦略港湾政策を推進して
まいります。具体的には、

・国内のみならず、アジアからの国際トランシップ
貨物を含めた「集貨」

・流通加工・再混載等の複合機能を有する物
流施設の立地支援等の「創貨」

・大水深コンテナターミナルの整備、遠隔操作ク
レーンの導入支援等の「競争力強化」

の３本柱の取組を、港湾管理者、港湾運営会
社などの関係者と一丸となって強力に取り組んでま
いります。

また、国際バルク戦略港湾を拠点としたバルク
貨物輸送の効率化に取り組んでまいります。

加えて、地域の基幹産業の競争力強化のため
の港湾の整備に取り組むとともに、モーダルシフト
の受け皿となる内航フェリー・RORO 船ターミナル
の機能強化、農林水産省と共同で産地と港湾が
連携した農林水産物・食品の輸出促進を図ってま
いります。

（グリーン・トランスフォーメーション）
港湾分野においては、我が国の港湾や産業の

競争力強化と脱炭素社会の実現に貢献するため、
脱炭素化に配慮した港湾機能の高度化や水素・
アンモニア等の受入環境の整備等を図るカーボン
ニュートラルポート（CNP）の形成を推進してまい
ります。

また、洋上風力発電について、再エネ海域利
用法に基づく案件形成、基地港湾の計画的な整
備や運用の効率化、排他的経済水域における展
開を可能とする制度整備、浮体式の最適な海上
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施工方法の確立に向けた検討等により、導入を促
進してまいります。

加えて、藻場（もば）・干潟及び生物共生型港
湾構造物など、「ブルーインフラ」の保全・再生・
創出を通じたブルーカーボンの活用に取り組んでま
いります。

このほか、サーキュラーエコノミーへの移行を促
進するため、港湾を核とした広域的な物流システ
ムによる、資源循環ネットワークの形成を図ってまい
ります。

（デジタル・トランスフォーメーション）
港湾分野においては、国際競争力の更なる向

上のため、「ヒトを支援するＡＩターミナル」の取組
として、荷役機械の高度化等の支援や技術開発
を推進してまいります。

また、港湾の電子化を実現する情報プラットフォー
ムである「サイバーポート」については、「物流手
続（民間事業者間の港湾物流手続）」、「行政手
続」、「調査統計」、「インフラ（港湾施設等情報）」
の機能改善及び利用促進を進めてまいります。

③個性をいかした地域づくりと持続可能
　で活力ある国づくり

（各分野における観光関係施策）
昨年、我が国へのクルーズ船の寄港回数は、

前年比で約２割増加しており、コロナ後のクルーズ
の回復が着実に進んでいます。また、寄港するク
ルーズ船の大型化が進む一方で、小型のクルー

ズ船が全国のあらゆる地域へ寄港するなど、船型
や寄港地が多様化してまいりました。この流れをさ
らに加速させ、「2030 年訪日外国人旅客数 6,000
万人・消費額 15 兆円」や「日本人クルーズ人
口 100 万人」の目標達成に向け、各地域の皆様
と連携し、多様なクルーズ船の受入環境整備や
寄港促進に向けた取組、地域経済効果を最大化
させるための取組、地方誘客促進に向けた取組、
クルーズ旅客の裾野拡大等の取組を推進し、全
国津々浦々に賑わいを創出してまいります。

さいごに

本年も国土交通省の組織が持つ「現場力」・「総
合力」を最大限活かし、国民の皆様の命と暮らし
を守り、我が国の経済成長や地域の生活・なりわ
いを支えるという重要な任務に全力を尽くしてまいり
ます。国民の皆様の一層の御理解、御協力をお
願いするとともに、本年が皆様方にとりまして希望
に満ちた、発展の年になりますことを心から祈念い
たします。
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国土交通省

港湾局長　　安　部　　賢

　年頭にあたり、謹んで新春のご挨拶を申し上げ
ます。平素より、港湾行政の推進にあたり、格別
のご理解とご協力を賜り厚く御礼申し上げます。
また、国民の命と暮らしを守り、我が国の経済活
動を支えるため、日々献身的に職務を遂行されて
いる港湾関係者の皆様に、重ねて敬意と感謝を申
し上げます。
　令和6年能登半島地震の発災から2年が経ちま
した。被災された皆様に、心からお見舞い申し上
げます。多くの港湾で甚大な被害が生じましたが、
被災地の復旧やなりわいの再建に資する災害廃棄
物や建設資材等の輸送を優先しながら、被災施
設の本復旧を進めており、引き続き港湾利用を確
保しつつ、令和8年度末までに主要係留施設全て
の本復旧完了を目指してまいります。加えて、昨年
12月に青森県東方沖で発生した地震により被災し
た八戸港の早期復旧に向けた工事を推進するとと
もに、東北地方整備局及び青森県が設置した八
戸港復旧検討会において、コンテナターミナルを

含め八戸港の被災した港湾施設の復旧に関する
技術的な支援等を行ってまいります。
　昨年末には、港湾分野における地域からのご要
望を盛り込んだ令和7年度補正予算が成立すると
ともに、令和8年度当初予算が閣議決定されまし
た。税制改正につきましても、要望していた特例
措置の延長等が認められました。関係者の皆様の
ご支援、ご協力に改めて深謝する次第です。
　また、昨年11月には日本成長戦略本部が設置さ
れ、「危機管理投資」・「成長投資」による強い経
済の実現に向けた戦略分野の一つとして、「港湾ロ
ジスティクス」が位置付けられました。今後、とり
まとめ担当大臣である金子大臣の指揮のもと、今
夏の成長戦略とりまとめに向けて具体的な検討を
進めていくこととなりますが、強い経済の実現に
貢献できるよう、我が国港湾の国際競争力の強化
や生産性向上に資する取組を進め、港湾ロジスティ
クスの強化に取り組んでまいります。

１．国際コンテナ戦略港湾政策の推進
　我が国のサプライチェーン強靱化に資する国際
基幹航路の維持・拡大を図るため、国際コンテナ
戦略港湾政策を推進してまいります。具体的には、
国内のみならず、アジアからの国際トランシップ貨
物を含めた「集貨」、流通加工・再混載等の複合機
能を有する物流施設の立地支援等の「創貨」、大
水深コンテナターミナルの整備、遠隔操作クレーン
の導入支援等の「競争力強化」の3本柱の取組を、
港湾管理者、港湾運営会社などの関係者と一丸と
なって強力に取り組んでまいります。また、昨年から、
国土交通省の全国ネットワーク、両特定港湾運営
会社のコネクションも活用し、全国の荷主等に対し、
地元港湾からの国際フィーダー航路の利用を促す
「Sea&Seaプロモーション」を開始しました。本年

年 頭 所 感
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も、港湾関係者のみならず、荷主等も巻き込んだオー
ルジャパンの取組を展開してまいります。

２．内航フェリー・RORO船ターミナル
の機能強化

　令和5年10月に決定された物流革新緊急パッ
ケージにおいて、内航フェリー・RORO船等の輸
送量・輸送分担率を今後10年程度で倍増する目
標が定められました。
　港湾局としても、船舶大型化等に対応した岸
壁整備や、シャーシ・コンテナ位置管理等シス
テムの高度化促進などを通じて、内航フェリー・
RORO船ターミナルの機能強化を推進し、関係部
局とも連携しながら、トラックドライバー不足等の
課題に対応してまいります。

３．港湾におけるDXの推進
　港湾の競争力強化にも資するDXを加速するた
め、「ヒトを支援するAIターミナル」の社会実装や、
更なる深化のための荷役機械の高度化等の技術
開発を推進します。また、港湾の電子化を実現す
る情報プラットフォームである「サイバーポート」に
ついては、「物流手続（民間事業者間の港湾物流手
続）」、「行政手続」、「調査統計」、「インフラ（港湾施
設等情報）」の機能改善及び利用促進を進めてま
いります。このような取組により蓄積された情報を、
整備の現場でのi-ConstructionやBIM/CIMと有
機的に連携させることにより、建設現場での生産
性向上、働き方改革、災害時の早期対応などに
貢献していきたいと考えております。

４．港湾におけるGXの推進
　「2050年カーボンニュートラル」等の政府目標
の下、我が国の港湾や産業の競争力強化と脱炭

素社会の実現に貢献するため、脱炭素化に配慮
した港湾機能の高度化や水素・アンモニア等の受
入環境の整備等を図るカーボンニュートラルポート
（CNP）の形成を推進してまいります。
　また、洋上風力発電について、再エネ海域利
用法に基づく案件形成、基地港湾の計画的な整
備や運用の効率化、排他的経済水域における展
開を可能とする制度整備、浮体式の最適な海上
施工方法の確立に向けた検討等により、導入を促
進してまいります。
　加えて、藻場（もば）・干潟及び生物共生型港
湾構造物など、「ブルーインフラ」の保全・再生・
創出を通じたブルーカーボンの活用に取組んでま
いります。
　このほか、サーキュラーエコノミーへの移行を
促進するため、港湾を核とした広域的な物流シス
テムによる、資源循環ネットワークの形成を図って
まいります。

５．クルーズの持続的な成長に向けた取組
　昨年、我が国へのクルーズ船の寄港回数は、
前年比で約2割増加しており、コロナ後のクルーズ
の回復が着実に進んでいます。また、寄港するク
ルーズ船の大型化が進む一方で、小型のクルーズ
船が全国のあらゆる地域へ寄港するなど、船型や
寄港地が多様化してまいりました。この流れをさ
らに加速させ、「2030年訪日外国人旅客数6,000万
人・消費額15兆円」や「日本人クルーズ人口100万
人」の目標達成に向け、各地域の皆様と連携し、
多様なクルーズ船の受入環境整備や寄港促進に
向けた取組、地域経済効果を最大化させるため
の取組、地方誘客促進に向けた取組、クルーズ
旅客の裾野拡大等の取組を推進し、全国津々浦々
に賑わいを創出してまいります。
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査等を継続して実施してまいります。 
　また、本年秋にはサイバー対処能力強化法が施
行されるため、港湾運送分野も対象に、基幹イン
フラ事業者によるインシデント報告や政府による
情報提供等を実施してまいります。 引き続き、「港
湾ロジスティクス」の強化にも資する、港湾におけ
るサイバーセキュリティ対策等の強化を図ってまい
ります。

９．個性をいかした地域づくりと持続可
能で活力ある国づくり

　港湾は、地域の雇用と経済を支え、産業の国
際競争力強化を向上させる重要なインフラです。
国際バルク戦略港湾をはじめとする民間投資の誘
発や、集積した産業の効率化に資する港湾の整
備を重点的に推進してまいります。
　また、「みなとオアシス」や「みなと緑地PPP」な
ど、地域住民や民間事業者、行政の連携した取
組により、賑わい創出と観光の拠点となる「みなと
まちづくり」を推進してまいります。

　最後に、上記施策を推進していくためには、港
湾建設業や調査・コンサルタントの皆様のご尽力
が不可欠です。荒天リスクの考慮や作業船の更新
投資、潜水士の育成など、海洋土木工事特有の
課題にきめ細かく考慮しつつ、働き方改革、担い
手確保、適正利潤の確保など、持続的な港湾事
業環境の確保に取り組む所存ですので、皆様のご
協力、ご支援をどうぞよろしくお願いいたします。

　本年も港湾行政へのより一層のご理解、ご協力
を賜りますようお願い申し上げるとともに、皆様方
にとりまして素晴らしい一年となりますことを心よ
り祈念し、年頭のご挨拶とさせていただきます。

６．港湾運送分野における労働者不足
対策の推進

　港湾運送分野の労働者不足対策として、「港湾労
働者不足対策等アクションプラン2025」に基づき、
港湾運送の魅力の発信、取引適正化のためのガイ
ドライン策定等を通じた取引環境改善、荷役作業
の安全性・生産性向上や労働環境の改善等の取
組を推進してまいります。

７．港湾における防災・減災、国土強靱
化の推進

　令和6年能登半島地震では、能登半島地域の
受援側港湾とその周辺の支援側港湾が連携し、
支援物資等の海上輸送を実施しました。この教訓
も踏まえ、緊急物資等の輸送拠点としての港湾機
能の確保を図るための措置を含む「港湾法等の一
部を改正する法律」が昨年4月に成立しました。
これを受けた施策の推進を含め、災害時の海上
支援ネットワーク形成のための港湾の防災拠点機
能の強化を推進してまいります。
　加えて、昨年6月に閣議決定した「第1次国土強
靱化実施中期計画」に基づき、激甚化・頻発化
する風水害や切迫する大規模地震等に対応するた
め、耐震強化の岸壁や粘り強い構造を導入した防
波堤の整備、「協働防護」による気候変動適応等
にも取り組んでまいります。

８．港湾におけるサイバーセキュリティ
対策の強化

　港湾におけるサイバーセキュリティ対策として、
港湾運送事業法に基づく港湾運送事業者のセキュ
リティ対策の確保状況の確認や、経済安全保障
推進法に基づくターミナルオペレーションシステム
の導入及び維持管理等の委託を行う際の事前審

年頭所感
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港湾工事の担い手確保の取組について
～ noteによる情報発信の開始～

国土交通省 港湾局 技術企画課 港湾建設室 維持基準係長　　田中　優大

 １  はじめに 

　近年、少子化の加速により建設業界での人手不足・担い手確保の問題が深刻化しており、これからの建設業を支える若年

入職者の確保が喫緊の課題となっています。日本潜水協会におかれましては、全国の海洋高校と連携した見学会の開催な

ど、担い手確保の取組にご尽力いただき感謝申し上げます。国土交通省港湾局では、令和元年より業界団体と連携した現場

見学会や講義などの取組を行ってまいりました。また、令和６年度には港湾局と貴協会を含む港湾業界団体と協働して「港

湾工事の魅力発信協議会」を設置し、官民一体の取組として令和７年６月に開設したメディアプラットフォーム「note」によ

る情報発信の取組内容についてご紹介いたします。

 2   港湾工事の魅力発信協議会について

　業界全体で担い手不足が問題となる中、業界横断的な広報活動に取り組むため、官民で令和６年１１月に「港湾工事の

魅力発信協議会」を設置しました。協議会は、（一社）海洋調査協会、（一社）港湾空港技術コンサルタンツ協会、（一社）

日本埋立浚渫協会、（一社）日本海上起重技術協会、（一社）日本潜水協会、全国浚渫業協会、日本港湾空港建設協会連

合会の７団体（五十音順）と事務局の国交省港湾局技術企画課で構成されています。

　協議会では、各団体で実施している採用活動や官民で実施している現場見学会や講義などに使用するためのリーフ

レットを作成しました。この作成にあ

たっては、学生により伝わりやすい内容

となるように、協議会の下に設置した若

手技術者を中心としたワーキンググルー

プで検討を行いました。インフラとして

の港湾の役割等についても知っていた

だくために、みなとの物流や産業の拠点

としての役割、近年の船舶の大型化や

気候変動、老朽化への対応、港湾工事

の流れなどを整理しました。また、学生

の進路の参考になるように、港湾整備

に関する仕事として、実際の流れに沿っ

た調査、設計、工事に関わる仕事を紹介

しています。 図１　リーフレット「みなとをつくり、まもる仕事」一部抜粋
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　さらに、令和７年６月には、メディアプ

ラットフォーム「note」に協議会が運営す

るアカウント「みなとではたらく！」を開設

して、学生向けの情報発信を開始しまし

た。長文の記事や動画など、様々なコンテ

ンツを掲載できるという点から、「note」に

着目をしました。情報発信の主な２つの内

容について、以下で説明します。

 3  noteの取組内容について

①みなとづくりを支える人たち

　noteでの発信コンテンツの１つ目は、港

湾整備に携わる技術者へインタビューす

る「みなとづくりを支える人たち」です。こ

の企画では各協会に所属する企業から、

環境調査技術者や設計者、潜水士、作業

船甲板員、現場代理人といった多くの職

種の技術者を紹介していただき、仕事内

容や仕事に就いたきっかけ、仕事の魅力な

どについてインタビューをし、実際に仕事

している様子の写真や現場の写真を添え

て記事を作成してnoteに投稿しています。

本稿執筆時点で計８名の方の記事を掲載

しています。番外編として、海外プロジェ

クトに携わる方にもインタビューをしまし

た。

図２　note「みなとではたらく！」クリエイターページ

図３　インタビュー記事の一例
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港湾工事の担い手確保の取組について

②みなと動画

　２つ目のコンテンツは、「みなと動画」です。「みなと動画」とは、潜水作業や作業船を用いた作業などの普段見ることの

できない工事の様子や、技術的な解説などを動画にしてお届けする内容になっています。動画は各協会に所属する企業にご

協力いただき、企業で作成した動画や直轄工事の中で撮影した工事動画を掲載しています。執筆時点で１３本の動画を掲載

していますが、今後も継続的に動画を投稿する予定としています。

 4  今後の展望

　ご紹介した２つのコンテンツは主に学生向けの内容となっており、今後はより多くの人に港湾整備に関心を持ってもらえる

よう、小中学生や保護者向けの発信についても検討してまいります。また、情報発信を通して港湾整備に関心を持った方に

対して、情報発信で終わらずみなとに触れ、親しむ体験につながるように一般の方が参加できるみなとの見学会やお祭りな

どのイベントの企画・告知など、更なる取組についても今後、協議会で検討をしてまいります。

　現状の課題として、まずどのようにしてこのサイトにアクセスしてもらうかという点もあるので、効果的な情報発信の方法に

ついても検討していきたいです。

 5  終わりに

　リーフレット、インタビュー記事の作成、動画の掲載にあたりご協力いただいた関係者の皆様にはお礼申し上げます。今後

も担い手確保のため、業界の皆様と協力して取り組んでまいりますので、ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。

　インタビュー記事や動画はnoteに掲載していますので、もしご興味のある方はQRコードもしくはURLからご覧いただける

と幸いです。

note「みなとではたらく！」
https://note.com/note_minahata
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令和６年能登半島地震による
石川県内港湾の復旧・復興

国土交通省　北陸地方整備局　港湾空港整備・補償課長　　田邉　貢一郎

 １  はじめに 

　令和6年1月1日に発生した「令和6年能登半島地震」では、北陸地方整備局管内29港湾のうち22港湾において、広範囲に

わたる液状化、能登半島東側での津波、能登半島北部の地盤隆起等により被害が発生した。特に甚大な被害が生じた能登

地域は、地理的に陸路でのアクセスに制約がある半島であったことから、早急な港湾機能の回復が求められた。

　更に、港湾施設の本格復旧工事にあたっては、早期復旧に取り組む一方で、地域の復旧や経済活動等の港湾利用を優先

する必要があり、段階的な復旧が求められた。

　本編では、主に発災後約２年が経過する間の石川県内港湾における復旧・復興に向けた取り組みについて報告するもの

である。

 2  港湾施設等の復旧・ 復興に向けた取り組み

（1）国による港湾施設の「一部管理」と「利用可否調査」
　被災した港湾での緊急物資等の輸送を確保するべく、港湾管理者である石川県より要請を受け、発災した翌日の1月2

日より、港湾法第55条の3の3の規定に基づき国（国土交通省）が能登地域の6港湾（七尾港、輪島港、飯田港、小木港、

宇出津港、穴水港）の港湾施設の一部管理を行うこととなった。

　更に、同日1月3日～12日の間、TEC-FORCEによる被災した係留施設の利用可否調査を実施して、利用可能と判断した

係留施設を国土交通省HPで公表した。【写真－１】

写真－１　輪島港における包括協定団体による利用可否調査
（（一社）日本潜水協会）
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(2)「応急復旧」での被災地支援活動、生業、地域主要産業の再開
　利用可能と判断した係留施設であっても、背後用地の液状化、沈下等で係留施設へのアクセスが困難な施設が多数確

認された。そのため、各港湾において災害協定団体の協力のもと、仮設道路設置等の応急復旧が行われた。各港で行わ

れた応急復旧は、令和6年7月に全港湾で完了した。【写真－２】

（被災地支援活動）
　係留施設の利用可否判断や応急復旧により、七尾港・輪島港・飯田港においては、支援物資の輸送や給水支援等のた

めの支援船が1月3日より順次入港を開始した。

　断水が続く被災地への海上保安庁巡視船による給水支援活動、海上自衛隊護衛艦による災害対応隊員への後方支援

活動、民間船舶や九州地方整備局「海翔丸」による支援物資・復旧資材輸送等が行われ、発災後約2ヶ月の間に142隻の

支援船による支援活動が実施された。

　更に、1月中旬～3月下旬の間、七尾港において防衛省が運用する輸送船2隻が被災者の宿泊や応援職員の災害対策拠

点として活用された。【写真－３】

　全国から寄港する支援船等の円滑な受入体制を構築するため、前述の国による港湾施設の一部管理として3月1日まで

係留施設の利用者調整を行った。

　令和6年7月以降、宇出津港、飯田港、穴水港、七尾港から、公費解体で大量発生した災害廃棄物（木くず）の姫川港や

新潟東港等の他県港湾への海上輸送が開始され、令和7年10月時点でも継続されている。海上輸送を活用した災害廃棄

物の搬出は、能登半島の本格的な復興事業を加速させるとともに、受入側の港でも産業活動の燃料として再利用され、リ

サイクル施策の推進にも大きく貢献した。【写真－４】

写真－２　応急復旧による仮設道路設置状況及び支援船接岸状況
（左：飯田港、右：輪島港）

写真－３　防衛省の輸送船の接岸状況
（左：はくおう、右：ﾅｯﾁｬﾝWORLD）
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（生業の再開）
　地震により地盤が隆起した輪島港では、漁船だまりの水深が1～2ｍ程度浅くなり、漁船が座礁するとともに、岸壁天端

と漁船デッキ面との段差が生じて荷揚げができないなどの被害が発生した。

　国が災害復旧工事の一部を代行し、船だまりの応急復旧工事として海底地盤の浚渫工事を実施するとともに、石川県

が仮桟橋設置や本格復旧工事としての浚渫工事等を実施するなど、段階的な復旧工事を進めることで、令和6年7月には

もずく漁、令和6年9月には刺し網漁、令和6年11月にはズワイカニ漁が再開し、生業の再生に寄与した。【写真－５】

写真－４　災害廃棄物（木くず）積み込み状況
（左：宇出津港、右：飯田港）

写真－５　輪島港応急復旧状況
（左：浚渫工事、中：仮桟橋設置、右：仮桟橋を利用した水揚げ）

　石川県内屈指の観光地であり、全国でも知名度が高い和倉温泉の宿泊施設に近接した護岸において、地震により倒壊

やはらみ出し等が発生した。倒壊した護岸の侵食進行が懸念されたことから、被害拡大防止のため防砂シートや大型土

のうによる応急復旧を実施した。【写真－６】

写真－６　和倉港応急復旧状況
（左：応急復旧前、右：応急復旧後）

令和６年能登半島地震による石川県内港湾の復旧・復興



16  2026. 1  SENSUI  No.91

（地域主要産業の再開）
　応急復旧により通常貨物等の港湾活動が再開された金沢港において、震災前と同様に海上輸送によるセメントの運搬

が再開され、通常の資材利用のみならず復旧に向けた資材利用として重要な役割を果たした。その他、七尾港の背後企

業が利用する原木の海上輸送が再開された。【写真－７】

写真－７　貨物船接岸状況（左：金沢港、右：七尾港）

（3）地域に寄り添った港湾施設の復旧・復興方針
　被災した港湾の復旧・復興にあたっては、地元のニーズを反映した上で、進めることは必要不可欠である。

　隆起等で甚大な被害が発生した輪島港は、石川県内最大級の水揚げ量を誇る水産業の拠点であり、更に、近隣に観

光拠点である朝市が立地していることから、復旧・復興に当たり地元漁業者、経済団体等の意見を十分反映する必要が

あった。そのため令和6年5月に学識経験者、地元関係者、行政機関が一堂に会する「輪島港復旧・復興プラン検討会」を

立ち上げ、中長期の復旧復興方針を策定し、令和7年6月に公表した。【図－１】

　また、和倉港海岸では、背後の和倉温泉の景観や利用等魅力の維持に配慮した構造形式の検討が必要であり、令和6

年5月に各宿泊施設や行政機関等が一体となった「和倉温泉護岸復旧会議」を設置し、同年9月に護岸復旧方針を公表し

た。【図－２】

図－１　輪島港復旧・復興プラン（中長期）
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　地盤隆起の影響を受ける輪島港は、令和8年度中の可能な限り早期の完了を目指す。

　その他の港湾は、引き続き、被災地の復旧及び生業の再建を支援する港湾利用を確保するため、段階的な復旧工事に

取り組み、令和8年度中の可能な限り早期の完了を目指す。【写真－９】

図－2　和倉温泉　護岸復旧方針

（4）「本格復旧」の開始
　令和6年12月に七尾港大田地区岸壁において、能登半島地域の港湾で初めてとなる本格復旧工事に着手し、以降全港

湾で本格復旧工事に着手した。

　和倉港海岸は、令和6年12月に和倉温泉護岸の復旧･再整備に全面着工し、令和7年3月より工事を本格化させ、宿泊施

設の営業再開予定を踏まえつつ、令和8年度中の可能な限り早期の工事完了を目指す。【写真－８】

写真－８　和倉温泉　護岸本格復旧状況

令和６年能登半島地震による石川県内港湾の復旧・復興
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 3  おわりに

　（一社）日本潜水協会をはじめとした包括協定団体のご尽力により、発災直後からの早期の利用可否調査及び応急復

旧を行い、港湾施設を利用した荷役を可能とすることで、港湾を活用した早期の支援活動の実施、復旧工事の促進、生

業の再建に寄与している。この場を借りて御礼申し上げる。

　引き続き、国土交通省の現場力を最大限発揮し、総力を挙げて被災地の一刻も早い復旧・復興に取り組んでいく所存

である。

写真－９　和倉温泉　護岸本格復旧状況

令和６年能登半島地震による石川県内港湾の復旧・復興
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生物共生型護岸による港湾整備の新展開
― 横浜港・新本牧ふ頭における環境配慮型護岸の実践 ―

横浜市 港湾局 政策調整部 新本牧事業推進課 担当係長　　 櫻井　貴廣

はじめに

　横浜港は、日本を代表する国際貿易港として、年間を通

じて多くの貨物船やクルーズ船が行き交い、市内経済と

市民生活の両面で重要な役割を果たしています。近年で

は、港湾機能の強化と並行して、生物多様性の保全や海

洋環境の改善を目指す「豊かな海づくり」の取組を進め

ています。

　本稿では、横浜市が整備を進める「新本牧ふ頭」にお

いて導入された「生物共生型護岸」の設計とその環境保

全の効果について紹介します。

新本牧ふ頭の概要と整備方針

　新本牧ふ頭は、本牧ふ頭の沖合に位置し、高度な流通加

工機能を有するロジスティクス施設（第１期地区）と大水

深・高規格コンテナターミナル（第２期地区）からなる新

たな物流拠点です。ふ頭の整備にあたっては、港湾機能

の高度化に加え、生態系等への影響を低減するため、第１

期地区の護岸において「生物共生型護岸」を導入してい

ます。

　この護岸は、従来の構造物とは異なり、海洋生物の生

息・生育環境を積極的に創出することを目的とした構造的

工夫が施されています。

一般的な護岸構造の課題

　従来のケーソン式護岸は、波浪の影響を抑制し、埋立地

の安定性を確保する点で有効ですが、生物多様性の観点

ではいくつかの課題が指摘されています。

①水深の問題：新本牧ふ頭周辺の海底は水深20 ～ 30ｍ

と深く、マウンドの天端でも15ｍ程度に達します。この

水深では、特に夏季において貧酸素状態が発生しやす

く、生物の生息には不適です。

②光環境の不足：深水域では日光が届きにくく、ハバノリや

アマモなどの海藻類の光合成が困難となるため、一次

生産が制限されます。

③生息空間の乏しさ：ケーソン内部はコンクリートで構成

されており、隠れ家となる空間が少ないため、生物の定

着が難しい構造となっています。



20  2026. 1  SENSUI  No.91

生物共生型護岸の設計と技術的工夫

　これらの課題を解決するため、新本牧ふ頭では以下の三

つの技術的工夫を施した生物共生型護岸を導入しています。

①マウンド水深の嵩上げ
　酸素濃度の高い水深10ｍより浅い範囲にマウンドの天

端を設定することで、貧酸素帯を回避し、生物の生息に適

した環境を確保しています。これは、当該護岸は船舶の

着岸を目的とした岸壁ではないため、船舶の着岸に必要

な水深の確保にとらわれずに設計できる利点を活かした

ものです。

 ②階段状スリットの導入
　ケーソン前面に設けたスリットを階段状に配置し、水深

1.0ｍ、2.5ｍ、4.0ｍの三層構造とすることで、多様な水

深帯を形成しています。これにより、水深の浅い場所に

は海藻類、深い場所には魚類が生息するなど、異なる水

深帯による多様な生物の生息環境を創出しています。

 

③ケーソン内部への石材配置
　ケーソン内部に石材を敷設することで、自然の岩礁に

類似した環境を創出し、生物の隠れ家や付着基盤として

機能させています。調査では、海藻類の99％が石材上に

生育していることが確認されており、ケーソン内部の石材

が生物定着に大きく寄与していることが示唆されます。

生物多様性の向上と食物連鎖の形成

　これらの構造的工夫により、護岸周辺では多様な生物

が確認されています。具体的には、以下のような食物連

鎖が形成されています。

 

基盤生物：セイヨウハバノリ、アオサ、ミルなどの海藻類

③ケーソン内部への石材配置
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一次消費者：ワレカラ、イソヨコエビなどの小型甲殻類

中間捕食者：イシガニ、イソギンポ、クロダイ、カサゴなど

 上位捕食者：マダコ

 

　特にクロダイやカサゴについては、若魚の確認例もあ

り、産卵・育成場としての機能も期待されています。

水質浄化機能と外来種の影響

　護岸内では、ムラサキイガイやセイヨウツツボヤといった

濾過摂食性の外来種も確認されています。これらは海水

中の懸濁物質を濾過することで、水質浄化に寄与している

と考えられます。一方で、外来種の定着が在来種に与える

影響については、今後のモニタリングと評価が必要です。

ウミウシ類の出現とその意義

　アカエラミノウミウシ、クロシタナシウミウシ、クロコソ

デウミウシ、ヒカリウミウシなどのウミウシ類も確認され

ており、これらはカイメンやコケムシなどを餌としていま

す。ウミウシ類は環境変化に敏感な指標生物としても知

られており、護岸環境の多様性と安定性を示す一つの証

左といえます。

 

おわりに

　横浜市港湾局では、今後も継続的なモニタリングを通

じて生物共生型護岸の環境効果を検証し、得られた知見

を既存護岸の改修や新設に反映させることを検討してい

ます。

　新本牧ふ頭における生物共生型護岸の整備は、港湾イ

ンフラと生態系保全の両立を目指す先進的な取り組みで

す。都市港湾における持続可能な開発のモデルケースとし

て、技術的・環境的な両面から今後の展開が期待されます。

※１メモリ＝１mm

生物共生型護岸による港湾整備の新展開
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海中作業用パワーアシストスーツの開発
法政大学　理工学部　機械工学科　教授　　石井　千春

 １  はじめに 

　法政大学 理工学部 機械工学科 医療福祉ロボティク

ス研究室では，2022年から北日本海事興業株式会社お

よび有限会社共和海事工業所と共に，潜水士の海中作

業を支援するためのパワーアシストスーツの共同開発を

行っている．本研究室では，以前から地上での作業を補

助する腰用パワーアシストスーツ等の研究開発[1]を行っ

ており，実用化も果たしている．これまでに培った技術を

応用し，海中という特殊な環境で過酷な作業を行う潜水

士の負担を軽減すべく，2021年より潜水士が海中での

作業時に使用できるパワーアシストスーツの開発を開始し

た．本稿では，これまでに開発した海中作業用パワーアシ

ストスーツの概要とその効果を検証するために実施した実

証実験について報告する．

 2  パワーアシストスーツの概要 

　アシストを行う部位については，まずは安全性を考慮し

て，腕の動作を補助することとし，はじめに図1に示す肘関

節用パワーアシストスーツを開発し[2],[3]，その後，図2に

示す肩関節用パワーアシストスーツを開発した[4]．

　海中で使用するため，耐海水性を考慮してフレームの

素材には主にアルミニウム合金A5052を使用している．

パワーアシストスーツのアクチュエータには，海中でも使

用できるMcKibben型人工筋肉を採用している．図3に

示すように，McKibben型人工筋肉はゴムチューブを網

目状の繊維スリーブで覆い，その両端に栓をした構造と

なっている．片側の栓から圧縮空気を供給すると半径方

向に膨張し，軸方向に縮む．その際に軸方向に発生する

大きな収縮力をパワーアシストスーツにおけるアシスト力

として使用する．

 

　肘関節用・肩関節用ともに，片腕に2本ずつMcKibben

型人工筋肉が配置されており，人工筋肉が収縮し，ワイ

ヤーが前腕または上腕のフレームを引き上げることに

より，腕部が上方向に上がり，アシストを行う仕組みであ

る．これらのパワーアシストスーツは単体として使用する

だけでなく，図4に示すように結合して一体型として同時

に使用することもできる．

図1　肘関節用パワーアシストスーツ

図2　肩関節用パワーアシストスーツ

図3　McKibben型人工筋肉

図4　肘・肩一体型パワーアシストスーツ
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　現状では図5に示すように，実際の海洋での使用時に

は，潜水士船のコンプレッサーから潜水士の呼吸用に供

給される圧縮空気を送気ホースから分岐して減圧し，押

しボタンスイッチの操作により人工筋肉に供給する仕様

になっている．

 　パワーアシストスーツを海中で使用する際，水深が増

すごとに水圧により人工筋肉が潰れてしまい，アシスト効

果が低下してしまう．このため，スキューバダイビングの

ファーストステージを参考に，水深によらず人工筋肉内

の圧力が一定となるように圧縮空気を供給する，分圧レ

ギュレータを開発した．また，海中でパワーアシストスー

ツを駆動するための防水押しボタンスイッチの駆動回路

やバッテリーを収納する小型耐圧容器の開発も行った．

パワーアシストスーツとその駆動装置一式を装着した潜

水士の様子を図6に示す．

 

　パワーアシストスーツの重量は，肘関節用が4.50 kg，

肩関節用が5.24 kg，小型耐圧容器が4.18 kgで総重量が

13.92 kgであり，海中では浮力が働くため，重量による作

業への影響は殆どないと考えている．

 3  潜水プール実験 

　潜水士を育成する海洋開発科を有する岩手県立種市

高等学校の協力により，海洋開発科の潜水プールを使用

して，2022年6月からこれまでに5回検証実験を行って

いる．実験では，均し作業における捨石の運搬作業を模

擬して，50kgの土嚢を持ち上げて運ぶ「持ち運び動作」

（図7(a)）と100kgの土嚢を転がして移動させる「転がし

動作」（図7(b)）を行い，パワーアシストスーツを用いた場

合のアシスト効果を検証している．潜水プール実験の様

子は，潜水士並びに種市高等学校の水中ドローンにより

撮影（図8）いただいており，実験結果の解析の大きな

助けになっている．

 

図5　海中でのパワーアシストスーツの概念図

図6　パワーアシストスーツを装着した潜水士

図7　潜水プール実験

図8　水中ドローンによる撮影

(a) 持ち運び動作   　　   (b) 転がし動作
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　アシスト効果の評価のために，筋肉が活動した時に発

生する微小な電気信号である，表面筋電位を測定してい

る．検証実験においては，LOGICAL PRODUCT社製の

ワイヤレス筋電計を用いて，左右の上腕二頭筋（図9）の

表面筋電位を測定した．

 

　パワーアシストスーツを装着した状態で，アシストを行

わない状態（状態1）と，アシストを行う状態（状態2）

において，動作を各5回行い，測定された表面筋電位を積

分することにより，筋活動量を表す積分筋電位(IEMG)を

算出した．アシストを行った状態（状態2）において，ア

シストを行わなかった状態（状態1）よりも筋活動量が小

さくなれば，パワーアシストスーツにより動作がアシストさ

れたことになる．得られた結果の平均値から，筋活動量

の軽減率を(1)式によって求め，パワーアシストスーツによ

るアシスト効果を評価した．軽減率が正の値で値が大き

いほどパワーアシストスーツによるアシスト効果が大きい

ことを意味する．

軽減率[%]=状態1のIEMG−状態2のIEMG状態1の

IEMG×100  1

　潜水プール実験の結果の一例を表1に示す．

　表1より，持ち運び動作も転がし動作も平均50%近くの

軽減率が得られており，これはパワーアシストスーツを使

用することにより，使用しない場合に比べておよそ半分の

筋活動量で作業を行えたことを意味しており，パワーアシ

ストスーツの使用により，腕にかかる負担を大きく軽減で

きることが実証された．

 4  海洋実験 

4.1  第1回海洋実験
　2023年11月に，青森県の小舟渡漁港にて第1回目の海

洋実験を行った．実験では，肘関節用パワーアシストスー

ツを装着した潜水士に，水深4mの海中で持ち運び動作

と転がし動作を行ってもらい，アシストを行う場合と行わ

ない場合それぞれにおいて，動作時の上腕二頭筋の表面

筋電位を測定した．持ち運び動作では約50kgの捨石を

持ち上げて1.5m移動させ，転がし動作では約100kgの捨

石を転がして移動させた．海中での持ち運び動作およ

び転がし動作の様子を図10に示す．

　潜水プール実験と同様に，筋活動量の軽減率を算出し

た結果を表2に示す．

 

　表2より，潜水プール実験と同様に持ち運び動作およ

び転がし動作共に平均50%近くの軽減率が得られてお

り，海中作業においても肘関節用パワーアシストスーツの

効果が実証された．

図9　表面筋電位の測定箇所

(a) 持ち運び動作

  (b) 転がし動作

図10　第1回海洋実験の様子

表1　潜水プール実験における軽減率 表2　海洋実験における軽減率（第1回目）
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海中作業用パワーアシストスーツの開発

　また，第1回目の海洋実験では，開発した肘関節用パ

ワーアシストスーツを用いて環境活性コンクリートパネル

の施⼯が実施された．これは，海中に設置された環境活

性コンクリートパネルからアミノ酸が溶出され，海藻や海

草などの成長を促進させ，海藻が光合成により海水中の

二酸化炭素を吸収することにより，カーボンニュートラル

を実現する取り組みである．

　潜水士が海中で環境活性コンクリートパネルを水中接

着剤を用いて設置した後，接着が固定するまでパネルの

上に固定用のウェイトを設置する．その際のウェイトとし

て，60kgと80kgのコンクリートブロックをパネルの上に

設置する作業において，本パワーアシストスーツが使用さ

れた．環境活性コンクリートパネルを図11左に，ウェイト

の設置作業の様子を図11右に示す．

 
4.2  第2回海洋実験
　2024年11月に，同じく青森県の小舟渡漁港にて第2回

目の海洋実験を行った．実験では，肘関節用パワーアシ

ストスーツ単体，および肩関節用パワーアシストスーツ単

体を装着した潜水士に，水深4mの海中で持ち運び動作

と保持動作を行ってもらい，アシストを行う場合と行わな

い場合それぞれにおいて，動作時の上腕二頭筋の表面筋

電位を測定した．持ち運び動作では，60kgのコンクリー

トブロックを持ち上げて1.5m移動させた．保持動作で

は，前節のウェイトの設置作業を参考にして，60㎏のコ

ンクリートブロックを持ち上げて10秒間保持してから下ろ

す動作を行った．海中での持ち運び動作および保持動

作の様子を図12に示す．

　筋活動量の軽減率を算出した結果を表3に示す．

　なお，肩関節用パワーアシストスーツの持ち運び動作に

関しては，パワーアシストスーツの装着において問題が生

じ，正しく測定を行うことができなかった．

　表3より，測定できた動作の軽減率は全て正の値となっ

ており，持ち運び動作と保持動作における肘関節用パ

ワーアシストスーツ，および保持動作における肩関節用パ

ワーアシストスーツの有効性が実証された．

　保持動作において，肩関節用パワーアシストスーツの方

が肘関節用パワーアシストスーツに比べて高い軽減率を

示している．これは，肩関節用パワーアシストスーツにお

いて，アシスト時に肘関節用パワーアシストスーツよりも

上腕が固定されるため，重量物の保持に対するアシスト

効果が高かったと考えている．

図11　環境活性コンクリートパネル（左）
とウェイトの設置作業（右）

(a) 持ち運び動作

(b) 保持動作

図12　第2回海洋実験の様子

表3　海洋実験における軽減率（第2回目）
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 5  今後の展望 

　現在は，肘関節用パワーアシストスーツと肩関節用パ

ワーアシストスーツを結合した状態で駆動する一体型パ

ワーアシストスーツの評価を行っている[5]．具体的には，

肘関節用・肩関節用パワーアシストスーツを単体で用いた

場合に比べて，一体型パワーアシストスーツによりどの程

度アシスト効果が向上するのかを検証している．

　また，下肢用パワーアシストスーツの開発も行い，その

有効性を実証できている[6]．さらに，現在は腰補助用パ

ワーアシストスーツの開発も行っており，今後は各動作に

対してどのような組み合わせが最も負担軽減に効果的で

あるかを検証していきたいと考えている．
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株式会社FullDepth
代表取締役社長　吉賀　智司

潜水士とロボットが共存する未来
～水中ドローンを「最強のバディ」に～

　私たち株式会社FullDepthは、産業用水中ドローン（ROV）
の開発・製造を通じて、海や河川の現場における水中インフラの
維持管理に潜水士の皆様と協力して関わらせていただいており
ます。昨今、建設・土木業界全体で「i-Construction」やDX（デ
ジタルトランスフォーメーション）が叫ばれていますが、水中現場に
おいては、いまだ多くの課題が残されています。特に、熟練潜水
士の高齢化や若手入職者の不足は深刻であり、いかにして皆
様の安全を守り、その高度な技術を次世代へ継承していくかは、
業界全体の喫緊の課題と言えるでしょう。

　「ロボットが入ってくると、俺たちの仕事がなくなるのではないか？」
　現場でROVの話をすると、時折このような不安の声を耳にすることがあります。しかし、それは誤解です。水中とい
う複雑で変化に富んだ環境において、人間の繊細な感覚と判断力、そして巧みな手技に勝る機械はありません。

　では、なぜ今、我々が水中ドローンの導入を提案するのか。それは、ROVを潜水士の「代替品」としてではなく、
皆様の能力を最大限に引き出し、命を守るための「最強のバディ（相棒）」として活用していただきたいからです。
本稿では、現場の皆様にこそ知っていただきたい、ROV活用の3つの視点についてお伝えいたします。

1 ： 安全確保のための「露払い」としての活用

　第一の視点は、「リスクの分離」です。
　現場において最も緊張が走るのは、状況が不明瞭な水域への「最初のエントリー」ではないでしょうか。構造物
の崩壊リスク、予期せぬ激流、あるいは有害生物や危険物の有無。これらを確認するために、生身の人間がリスク
を負う必要はありません。

　ここでROVを「露払い」として投入します。潜水作業の前にROVを先行させ、現場の状況、危険箇所、手順上
の支障がないかを徹底的にチェックするのです。
　「まずは機械を沈めてみる」。このワンクッションがあるだけで、その後に潜る皆様は、不測の事態に神経を尖ら
せることなく、本来のパフォーマンスを発揮することに集中できます。
　私たちは自分で水中に潜らない分、生身で潜ってお仕事をされている潜水士の皆様には限りないリスペクトを
抱いています。そんな皆様にはぜひ長く現役で活躍していただきたい。だからこそ、人間が負うべきでないリスク
は、積極的に機械へ肩代わりしていただきたいと考えます。

しかし、現場の皆様が最も頭を悩ませるのは、カメラすら通用しない「視界不良（濁り）」の現場ではないでしょう
か。濁った水中では、どれほど高性能なライトを使っても光が乱反射してしまい、人の目やROVのモニター越しに

国産水中ドローンDiveUnit 300Lite
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状況を把握することが困難になり、目の前に突き出た鋭利な鉄筋や障害物を見逃してしまうリスクがあるかもしれま
せん。

　そんな時こそ、ROVにイメージングソナーを搭載して活
用します。視界ゼロの泥水の中でも、音波により周囲の形
状や障害物までの距離を明瞭に把握できます。見えない
危険を勘や度胸で乗り越えるのではなく、テクノロジーで
確実に可視化してから作業に臨む。これこそが、我々が
提案したい「リスクの分離」です。

2 ： プロの技の「可視化」による地位向上

　第二の視点は、皆様の技術的価値の証明です。
　陸上にいる発注者や監督員の皆様は、水の中がいか
に過酷であるか、本当の意味では理解していないことが多いのが実情かと思います。視界数十センチという極め
て強い濁りの中で、手探りで正確な施工を行う技術がいかに凄まじいものか。「もっと早く、安くできないのか」という
心ない言葉に、悔しい思いをされた方も少なくないはずです。

　ここでROVが役立ちます。ROVの高感度カメラやソナーで現場の映像を記録し、陸上のモニターに映し出すので
す。「これほど視界が悪い中で、これだけの精度で作業を行っている」という客観的な証拠とすることができます。
　これは単なる記録ではありません。皆様の「プロの技」を可視化し、クライアントにその難易度を理解させるため
のプレゼンテーションツールです。技術の価値が正当に評価されれば、それは工期の適正化や単価の向上、ひい
ては潜水会社としての社会的地位の向上にも繋がると考えます。

しかし、ここで大きな壁となるのが、やはり「濁り」です。
「潜水士が見えないものは、カメラでも見えない」。これでは、せっかくの技術証明も、
ただの真っ白な映像になってしまい、説得力を持ちません。

　そこで我々が実装したのが、国内メーカーと開発した「映像鮮明化技術」です。
撮影映像をリアルタイムにデジタル処理で補正し、視認性を劇的に向上させる技術で、対象物の輪郭や潜水士の
手元をくっきりと浮かび上がらせます。

　実際に現場で使用された方や、映像を確認した発注者様からも、「今まで何が映っているか分からなかった
濁った水中でも、これなら状況がはっきり分かる」と、非常に高い評価をいただいております。見えないものを見える
ようにする。これもまた、皆様の仕事を正当に評価していただくための重要な武器になるのではないでしょうか。

広範囲の水中イメージングソナーマップ
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3 ： 手間削減と「守るための記録」

　第三の視点は、実利的な効率化と保護です。
　広範囲の捜索や、潜るまでもない簡易的な目視確認、報告書作成のための写真撮影。こうした「潜水技術その
もの」を必要としない付帯作業をROVに任せてしまうことで潜水時間を削減できます。簡単な作業はロボットに任
せて、潜水士の皆様には人間にしかできない高単価・高難度な作業に貴重なリソースを集中していただく方が良
いと考えます。

　また、ROVによる常時録画は、皆様を守る「ドライブレコーダー」の役割も果たします。
　「監視されているようで嫌だ」と感じる方もいらっしゃるかもしれませんが、万が一トラブルが発生した際、「手順通
りに正しく作業していた」ことを証明してくれるのは、記憶ではなく記録です。ROVの映像は、言われのない責任追
及から潜水士を守るための、強力な盾となり得ます。

産業用ROVの現状とFullDepthの取り組み

　こうした役割を果たすためには、ROV自体にも「現場で使える」タフさが求められます。おもちゃのような機体で
は、実際の海流には太刀打ちできません。
　弊社が開発・提供している「DiveUnit 300 Lite」をはじめとするROVは、以下の点を重視して設計されていま
す。

高推力と安定性:独自の機体制御技術により、流れがあっても定点保持（ホバリング）が可能であり、ブレの少ない
映像の撮影やデータ取得が可能です。
可搬性:現場への移動負担を減らすため、バッテリー駆動かつ大人1～2名程度で運用可能なサイズ感に収めて
います。

映像鮮明化装置を利用した映像　(水中環境下により見え方は異なります)

潜水士とロボットが共存する未来
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純国産メーカーのサポート体制:私たちは日本のメーカーとして、迅速なメンテナンス対応やサポート体制を構築し
ています。万が一のトラブル時にも、決して「現場を止めない」ことを最優先に皆様をバックアップします。

　これらは、机上の空論で作ったものではなく、多くの潜水会社様や、潜水士の皆様と共に作業を行う方 と々現場
へ赴き、「もっとこうして欲しい」という叱咤激励をいただきながら改良を重ねてきた結晶です。

　実際にROVに触れていただく機会として、各地のプー
ルにてデモンストレーション会を開催しております。昨年は
9月に名古屋、10月に広島で実施し、会員の皆様に多数
ご来訪いただき、実海域での運用を想定した貴重なご意
見を多数いただきました。
　こうした体験会は本年も継続して開催する予定です。
日程が決まりましたら、日本潜水協会様を通じてご案内さ
せていただきますので、ぜひご参加ください。

おわりに

　国土交通省が進める「港湾・海洋インフラの点検・診断」のDX化においても、ROV等の新技術活用は推奨され
ており、今後この流れは加速していくでしょう。
　しかし、最後のアウトプットの質を決めるのは、やはり「人」です。ROVという新しい道具を使いこなし、現場の安
全性と生産性を高めていくのは、他ならぬ潜水士の皆様です。

　そして私たちは、皆様の安全と技術評価を高めるための「最強のバディ」としてお仕事を支えていきたいと願っ
ています。皆様の熟練の潜水技術と我々の最新のテクノロジーを掛け合わせ、世界に誇れる日本の水中インフラ
保全の形を共に創り上げていきましょう。

　【会社概要 -株式会社FullDepth-】
　会社名 ： 株式会社 FullDepth (FullDepth Co., Ltd.)
　事業概要 ： 産業用水中ドローンの企画、開発、販売および水中計測ソリューションの提供
　東京オフィス ： 東京都中央区東日本橋2-8-4　東日本橋1stビル
　電話番号 ： 03-5829-8045

潜水士とロボットが共存する未来

当社主催のプールデモの様子

▼無料ご相談・お問い合わせはこちら（HP）
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　潜水作業では、なにより安全が第一です。でも、残念ながら同じような事故が再び起こってしまうことがあり

ます。喉元過ぎれば熱さ忘れるというわけではありませんが、事故の後しばらくするとまた類似の問題が持ち

上がります。事故の際、すぐに原因の調査を行い、責任の所在を明らかにし、対策を立案し、それらを取りまと

めた報告書も完ぺきだったはずです。どこを間違ってしまったのでしょうか？報告書に何か問題があったので

しょうか？このようなことは、洋の東西を問わず、潜水作業の業界で長年課題となっています。潜水作業の安全

コンサルタントとして長年潜水事故に関わってきたギャレス・ロックは、その解決策として「言葉を変えることが

必要」と提案しています。一体どういうことでしょうか？ロックのはなしを聞いてみましょう。

　作業潜水では、沿岸であれ沖合であれ、何かを説明する際に選ぶ言葉はとても大切である。言葉は、何が

起きたのか、なぜ起きたのか、次に何をすべきかについての考えを深めるための材料となる。これは、ダイバー

が沿岸近くで作業している場合でも、沖合の石油リグプラットフォームから飽和潜水している場合でも変わる

ことはない。事故（インシデント）を報告する際に用いる言葉は、関与した個人に焦点を当てたストーリーに終

始することもあれば、より広く作業の流れや状況を俯瞰して見直すことで学びと改善をもたらすこともある。

言葉を見直そう！
株式会社潜水技術センター　代表取締役　　望月　徹
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　本稿では、潜水業務での事故に関する言葉（表現）を変えることで、潜水チーム・監督者・組織にとって、事

故（もしくはインシデント）の発生経緯や原因をより深く理解し、最終的に安全性を向上させる上でいかに役

立つかを考察する。IMCAの事故報告を参照して、責任追及的な言葉と建設的で探究的な言葉を対比させて

みる。目的は、潜水作業に付き物の望ましくない事象や予期せぬ事故から、潜水チーム・事業者がより豊かな

学習文化を構築する手助けをすることにある。

言葉が大切な理由
　望ましくない、あるいは予期せぬ出来事（インシデントや事

故）が発生すると、直感的な反応として「原因を突き止め」て、

「責任を追及」しがちである。「ダイバーの不注意」、「機器の

故障」、「事業者の見落とし」といった言葉が多くの事故報告

書に並ぶことになる。これらが本質的に間違っているわけでは

ないが、こうした言葉はさらなる調査や関連する学びを邪魔す

る場合がある。「ダイバーの不注意」と言う場合、「ダイバーがミ

スした」で終わらせてしまい、「どのような状況、判断、企業文

化、管理システムがこれを許したのか？」と問うことを怠りがちだ。個人に焦点を当てることで、組織は自らの

責任を回避することができる。過ちを犯した個人を指さし、「もっと努力すべきだった」、「もっと注意を払うべ

きだった」、「規則に従うべきだった」と非難するだけで、ダイバーや監督者、組織全体の「その行動が実行さ

れた理由」という現場の合理性にまで深く掘り下げることなく済ませようとするのだ。

　実際の事例を考察してみよう（事例A）：「水深172mでのスプール撤去作業中…ダイバーのアンビリカルがリ

フトバッグの索具に絡まり…ダイバーの主呼吸ガス供給源が喪失した」。記述は当然ながら事実に基づくもの

である。しかし、なぜ策具がアンビリカルの絡まりを許したのか、あるいはなぜダイバーが事故発生場所にい

たのかについては、ほとんど触れられていない。この情報不足は、責任の所在が不明確であることにくわえ、

継続中の事故調査に偏見を与えたくないという配慮によるものかもしれない。

　次の事例をみてみよう（事例B）：「パイプハンドリングフレーム（PHF）の策具を外すためにクレーンのフッ

クを降ろした際、フックが梁から外れ、ダイバーのヘルメットの側面に衝突した。」報告書はさらにこう続けて

いる。「クレーンのペナントの長さが不十分だった…視界が悪かった…機材の位置に関する想定が間違ってい

た」。言葉は「フックがダイバーに衝突した」から「機材の位置に関する想定が事故の一因となった」へと変化

している。状況に着目することで、関係者の責任追及から焦点を外すことができる。

　何が起こったかを説明することから、どのように、そしてなぜ起こったのかを探ることに移行することで、改

善への道が開かれる（右表を参照）。
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表に示したように、事故報告書における言葉を変えることで、より良い問いを自らに投げかける助けとなる：

• どのような社会的・組織的・環境的条件がこれを可能にしたのか？

• 検証されなかった重要な前提条件は何で、なぜ検証されなかったのか？

• 欠けていた障壁は何か？存在していたが機能しなかった障壁は何か？

• 運用担当者に「この事象が発生する可能性を認識していたか」と尋ねたら、どう答えるか？彼らが知って

いるが我々が知らない情報とは？

• 事前兆候が無視されたり、対応されなかった背景にある財務的・組織的圧力は何か？

言語の実践 — 三つの事例

【事例A：スプール引き上げ中のアンビリカル絡まり事故】
報告書より：「水深172mでスプール撤去作業中、ダイバーはリフトバッグ操作に従事していた…ダイバーのア

ンビリカルが絡まり…ダイバーが浮上を余儀なくされた…アンビリカルが拘束され…主呼吸ガス供給が喪失し

た。」

　受動的な言葉「絡まり」、「拘束され」という言葉に注目してほしい。これは、意思決定の時点ではなく、出来

事そのものに焦点を当てている。

　より詳細に書き換えてみよう：「水深172mにおけるリフトバッグ作業中、策具がダイバーのアンビリカルに接

触することを可能にした。ダイバーはスプールユニットと共に浮上したが、アンビリカルが海底構造物に絡まっ

29潜水事情
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典型的な「言葉」にひそむ落とし穴とその修正方法

典型的な表現 影響 代替表現 代替の利点

「ダイバーのミス」 個人に責任を帰する 「ダイバーの行動はこれらのシステム条件
下で発生した。結果は以下の理由によって
予測できなかった。」

個人だけでなくシステ
ムと状況に焦点を当
てることができる

「機器の故障」 必然性を暗示する 「機器がこれらの条件下で機能しなかった。
これは以下の理由によるものである…」

設計、背景状況、意思
決定への探求を促す
ことができる

「根本原因：人的ミス」 誤りを症状ではなく根
本原因として提示す
る

「根本的な寄与要因および誤りを生じさせ
る条件には以下の要件が含まれる…」

単一の原因よりも深
い探求を促すことが
できる

「事業者の見落とし」 組織を非難するが曖
昧である

「監督体制、連絡経路、役割の明確化は、時
間的制約、財政的制約、権力関係により重要
情報が見落とされたり、連絡や周知が完了
しなかったため、必要とされる効果を発揮し
なかった。」

組織的要因を可視化
し、行動可能な形にす
ることができる
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て拘束されたため、主呼吸ガス供給が遮断され

た。手順にはアンビリカルの繰り出し長を考慮し

た策具の配置検討が含まれておらず、潜水チーム

も引揚開始前に海底構造物に対するスプールの

引揚経路を確認していなかった。」

　この修正版ではより能動的な言葉（「接触を可

能にした」「含まれておらず」）を用い、単なる失敗ではなく条件に焦点を当てている。これにより、策具の配

置、作業計画の確認、アンビリカルの必要な繰り出し長、チームブリーフィングなどに関する議論が可能にな

る。

　更新された事故報告書では、ダイバーがシステムのモード選択を誤ったため、リカバリー措置が適切に作動

せず、SLS(Secondary Life Support)リブリーザー・ベイルアウト・システムが閉鎖循環回路から開放回路状態

となってしまったためにガスが急速に消耗した点が強調されている。ミスや手違いはよくあることであり、安全

なシステムは、人的操作が正しいときだけに機能するものであってはならない。報告書は、システムが仕様の

制限範囲内で用いられたと述べている。果たしてこのシステムは、人的ミスがあることを考慮して設計されて

いたのであろうか？

【事例B：クレーンフックがダイバーのヘルメットに衝突した事故】
報告書より：「潜水士がPHF（プラットフォーム・ハンドリング・フレーム）下方に位置し、策具の切断作業のた

めに潜水中、クレーンフックが予期せず潜水士のヘルメットに衝突した」。続いて：「クレーンペナントの長さが

不十分…視認性の悪さ…機器位置に関する誤った想定」。報告書は、責任を作業監督者に集中させている可

能性はあるものの、ダイバーを非難することから離れる方向へ言葉を変えている。責任をダイバー以外の別の

個人に移すことは、単に非難の対象を変えただけにすぎない。

　以下の書き換えにより、より多くの状況と条件が提供される：「視界不良のなかでの海底スプール接続作業

中、クレーンフックのペンナント長によりフックがPHFビーム上に置かれた。クレーン操作員は『加重なし』信

号をフックが海底に到達したと解釈し、ダイバーは荷重下方の位置に移動した。この判断は、水中視界不良に

よるダイバーからのフィードバック不足と、フックが海底に接触する正確な位置をクレーン操作員が把握できて

いかったことによるものであった。フックがビームから滑り落ち、ダイバーがフック下へ移動した際にダイバー

のヘルメットに接触した。危険管理措置（地上作業における落下物危険区域と同様の区域設定）は実施され

ていなかった。」

　もう一度考えてみよう：能動的な言語、条件の明確な特定、計画・制御・可視性に関する質問。目標は「フッ

クがダイバーに衝突した」（結果）から「どのような手順がフックのダイバーの排除区域への侵入を許したか」

（システム）へと移行することである。
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　ある研究によれば、ストーリーの中で情報が不

足している場合、私たちはその空白を「なされるべ

きだった」と認識する内容で埋め、これを反事実的

推論を用いて表現する。すなわち「～すべきだった」

「～できたはずだ」「～しただろう」「～できなかっ

た」といった表現である。反事実的推論が用いられ

る際には、常に、そうした推論が述べられるに至っ

た条件を検証することが必要である

【事故事例C：沿岸域潜水の場合】
　沿岸域作業での潜水作業は100メートル超の深海潜水や飽和潜水システム、海底重機作業を伴わない場合

もあるが、事象から学ぶという原則は同じである。参照できる沿岸作業での事故報告はあまりないが、以下は

言葉を修正できた事例である。

報告書より抜粋：

• 「当社の調査により以下の事実が判明した：

• 自動ゴミ除去システムの存在について、施設管理者から潜水チームへの連絡がなされていなかった。

• この連絡不備の結果、自動ゴミ除去システムが隔離されていることを保証する体制が整っていなかった。

• 海水取水弁には「ロックアウト／タグアウト」システムが導入されていた。

• 現場固有の危険に対する適切な管理対策を特定するため、リスク評価が現場で効果的に検討されてい

なかった。

• 潜水支援員の配置は、複数の取水口全体にわたる潜水作業の進行に伴い再配置されていなかったた

め、余剰なアンビリカルケーブルが水中に繰り出され、引っ掛かる可能性が高まっていた。

以下の通り修正可能：

• 「当社の調査員による調査の結果、以下の事実が判明した：

• 海水取水弁には「ロックアウト／タグアウト」システムが導入されていたことから、施設管理会社は危険性

について一定の認識を有していた。

• 自動ゴミ除去システムの存在は、施設管理者から潜水作業チームに伝えられていなかった。これは、施設

管理者が、この運用に関連して発生する圧力の影響を理解していなかったためである。

• この省略は、自動ゴミ除去システムが効果的に隔離されていることを保証するシステムが導入されていな

かったことを意味する。

• 時間不足と不十分なSQEP（安全品質評価計画）により、現場特有の危険に対する適切な管理策を特

定するためのリスク評価が現場で検討されていなかった。

29潜水事情
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• 計画時の時間的制約と実際の時間的制約により、複数の取水口面全体で潜水作業が進むにつれて潜

水支援員の位置が再配置されていなかった。これにより、余剰なアンビリカルケーブルが水中に繰り出さ

れ、引っ掛かる危険性が増大した。追加の危険性を認識していなかったため、当時はこの対応が妥当と

判断された。

　言語が重要なのは、潜水作業チームが文書化された内容を信じるからだ——他に参照する方法ものはない。

事故報告書に「潜水支援員の配置は、複数の取水口全体にわたる潜水作業の進行に伴い変更されなかった。

これにより余剰のアンビリカルが水中に繰り出され、引っ掛かる可能性が高まった」と記載されていても、状況を

理解しなければ、ダイバーが職務を怠っているように見えると指摘することになる。「計画時の時間的制約と実

際の制約により…」と表現すれば、「実際に行われた作業」の実態について、興味深い議論が生まれる。

言語を通じて学びの文化を築く
　潜水作業業界にとって、これらの変更は価値がある。報告、事後検討、学びの共有の方法が、安全性と作業

パフォーマンスの向上に差を生みだす。実践的なヒントをいくつか紹介しよう：

• 責任追及ではなく状況確認から始める。報告は、当日の環境、システム、組織、人的状況がどうであったかか

ら始める。その後、何が起きたかを説明する。

• 能動的で具体的な言葉を用いる。「荷物が海底から移動した」ではなく「移動された」。「ダイバーが立入禁

止区域に入った」ではなく「区域内にいた」。

• 最終的な結論として「原因は」という言葉は避ける。代わりに「何がこれを起こさせたのか？」と「何が検知・

制御・軽減を妨げたのか？」と問いかける。

• 「どうすれば実現できるか」という問いかけを促す。例：「危険分析にアンビリカル経路を含めるためには、引

揚作業計画をどのように設計すればよいだろうか？」

• 対象者に合わせて言葉を調整する。沿岸域での作業ではより簡単な用語が使用される場合もあるが、事故

の説明からシステムの調査へと移行するという原則は変わらない。

組織の改善と成功にとってこれらが重要な理由
　言葉を変えることは語義の問題ではなく、見方を変える認知的条件を整えることである。そこには、事故が特

定の状況下で発生した経緯や理由を理解する多様な方法を見出すことも含まれる。単に「何が起きたか」ではな

く、状況・判断・システムを浮き彫りにする形で報告書が作成されれば、チームに学びの機会が与えられる。

　心理的な安全を構築し、正しい企業安全文化を支えるため、直ちに責任を追及するようなことをせず、シス

テムが事故の発生を招いた経緯の反省を促し、より優れた予防策・管理方法・チームコミュニケーション・手

順への道筋を開く。
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最終的な考察
　「事故や事象の説明」から「システム理解」への移行は、特に法務部門が関与して、失われた時間、物的修

理、保険、規制当局の罰金の支払いを誰が負担するかを決定する場合、必ずしも容易ではない。必要な変化を

生み出すには、規律と組織的リーダーシップが不可欠である。しかし潜水工事企業にとって、その見返りは十

分に見合うものである。学習レビューはより深い洞察をもたらし、事後検討はより思慮深い議論を促し、チー

ムはより強靭で高い能力を獲得することができる。これにより事故の再発が減少する。そして、これらすべて

が最終的な収益に影響を与えるのである。

　事故報告書を作成またはレビューする際には、次の点を考えてみてはどうだろうか：私たちはシステムを隠す

言葉を使っているのか、それとも明らかにする言葉を使っているのか？私たちは「なぜ」その事故が発生した

のか、「関係者にとってその行動が理にかなっていたのはなぜか」を問うているのか、それとも単に「何が起き

たか」で止まっているのか？

　潜水業務においても、学習においても、適切な言葉選びは重要だ。言葉が非難ではなく理解を形作る助け

となるとき、私たちはより

安全で効果的な運用が

例外ではなく当然となる

文化に近づく。秘密があ

ると解決することはでき

ない。そして言葉は、改善

を目指すときに見つけ出さ

ねばならない重要なメッ

セージを隠す壁となること

もある。

　潜水事故は何としても防ぎたいものです。ましてや再び同じような事故が起こるなんて、悪夢以外のなにも

のでもありません。事故報告書を見直すことで、より効果的な事故対策が立案出来るのであれば費用対効果

は抜群ですし、なにより事故の再発防止に役立つのであれば試してみる価値はありそうです。あなたの後ろの

棚にある事故やヒヤリハットの報告書を引っ張り出して、ギャレス・ロックの提案を参考にもう一度見直してみ

れば、安全対策の新しいヒントが見つかるかもしれません。それでは、今年もご安全に！

出典：Changing the Language of Diving Incidents: Professional Diver; 2025. 

文責：望月　徹（株式会社潜水技術センター）

29潜水事情
世界 の
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　協会会員の皆様方には御寄付等をはじめ、様々
な御支援、御指導を賜り、心から感謝申し上げま
す。また、求人をたくさん頂きながら御期待に十
分に応えられずにおりますことを心からお詫び申し
上げます。今後も良い方向に進めるよう努力して参
りますので、何卒よろしくお願い申し上げます。

【令和６年度卒業生の就職状況】

【学生寮の状況】

【令和 7 年度卒業生の動向】※予定者数も含む

　今年度は潜水企業への就職者が例年よりも減
少しました。進学及び海洋土木企業等への希望者
が多かったことが影響しております。今後も常に潜
水士や海洋技術者を目指す生徒を確保していける
ように努力して参りたいと思いますので、御指導方
よろしくお願いします。

【少子化の影響で入学者の確保が困難な状況が
 続きます…（今年度の入学生 11 名）】
・八戸水産科学館マリエントにおける南部もぐり実演
・小中学生への海洋学習支援等
・スキューバダイビング体験（延べ 42 名）
・テレビや新聞等の取材（３件）

種市高等学校海洋開発科より

◇「スキューバ体験」　体験入学において、
　 中学生がプールで潜水体験をしました。

【３年生：１名】
・男子１名（北海道１名）　・女子０名

【２年生：４名】
・男子４名（岩手４名）　   ・女子０名

【１年生：６名】
・男子４名（岩手３名・青森１名）
・女子２名（兵庫１名・岩手１名）

卒業予定者数 ８名
潜水関連企業 ２名
海洋土木企業 ２名
漁業 １名
その他の就職（大工等） １名
進学 ２名

◇「南部もぐりPRイベント」　
　　たねいちウニまつりに参加し、南部もぐりを
　　ＰＲすることができました。

◇「小中学生への海洋学習支援」　
　漁業体験学習における中学生のウニ採取の補助

が、貴重な体験になりました。

卒業生 15名
潜水関連企業 ３名
土木建設企業 １名
漁業 ４名
その他の就職（水産、清掃等） ３名
進学 ４名
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　開寮８年目の洋野町種市高等学校学生寮は、兵庫県、青森県、県内から新入生 6 人を迎え、11 人の寮
生が元気に学校生活を送っています。今後も快適な住環境の維持とおいしい食事の提供に努めて参ります。
　さて、第 18 号は、洋野町への応援（寄付）のお願いです。洋野町では、地方創生応援税制（企業版ふる
さと納税）対象事業の「南部もぐり養成応援プロジェクト」を展開し、明日を担う産業人材の育成・確保に
取り組んでおりますが、昨年度は 10 の企業・団体の皆様から合計 210 万円の寄附をいただきました。
　今年度におきましても、引き続き多くの皆様からのご理解とご支援を賜りますようよろしくお願いいたします。

◇企業版ふるさと納税が拡充・延長されております◇
　税の軽減効果は最大約９割（改正前約６割）に、令和9年度まで延長  
　【税額控除割合の引上げ（イメージ）】　例）100万円寄附すると、最大約90万円の法人関係税が軽減

潜水士の育成に向けて

  ※寄付金額10万円以上が企業版ふるさと納税の対象となります

※編集後記
　趣旨をご理解いただき、多数の寄附をお待ちしております。（ば） 
　<URL https://www.town.hirono.iwate.jp>

法人住民税 寄附額の４割（改正前２割）を税額控除 法人住民税法人税割額の20％が上限

法　人　税 法人住民税で４割（改正前２割）に達しない場合、
その残額を税額控除。ただし寄附額の１割を限度 法人税額の５％が上限

法人事業税 寄附額の２割（改正前１割）を税額控除 法人事業税額の20％が上限

＜税目ごとの特例措置＞

岩手県洋野町教育委員会機関誌「潜水士の育成に向けて」2025.10 第 18 号より

令和6年度地方創生応援企業・団体一覧（本プロジェクトにご賛同いただき、寄付をいただきました）

三国屋建設株式会社（茨城県神栖市） 日本潜水工事株式会社（東京都港区）

株式会社大歩（北海道函館市） 宮城建設株式会社（岩手県久慈市）

一般社団法人日本潜水協会（東京都港区） 株式会社ブルーウェーブ（千葉県勝浦市）

深田サルベージ建設株式会社（大阪府大阪市） 東光電気工事株式会社（東京都千代田区）

横山建設株式会社（福島県浪江町）

※税額控除割合の引上げは、令和２年４月１日以後に開始する法人（寄附企業）の事業年度から適用されます。
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各地で潜水士の仕事や港湾工事の魅力をアピールしました

（北陸支部、九州支部報告）

「潜水士の仕事」を学ぶ講座を開催

　令和 7 年 3 月 6 日に北陸地方整備局新潟港湾・空港整備事務所及び新潟港湾空港技術調査事務所の若
手職員を対象として標記講座を開催しました。講座の内容は以下のとおりです。
　① 「潜水作業における基礎知識」
　　 （一社）日本潜水協会 北陸支部 駐在部長 白井 正生 氏
　② 「防爆対策について」
 　　（一社）日本潜水協会　北陸支部会員　新潟潜水興業（株）
　　工事部長 長谷川　博 氏
　③ 「潜水士の装備について」
 　　（一社）日本潜水協会　北陸支部会員　新潟潜水興業（株）
　　特別港湾潜水技士 斉藤 崇 氏

　講座終了後の質疑応答では、質問が相次ぎ終了時刻がお昼休みに入り込んでしまいました。若手職員の
皆さんが潜水士の仕事について興味を持っていたことが分かり講座を実施した甲斐がありました。

講座の状況 潜水士の装備について説明

質疑応答の状況 協力頂いた潜水会社の皆さんと潜水機材
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講義の様子

新潟県立海洋高等学校に対する広報活動について

　新潟港湾・空港整備事務所主催の現場見学会が令和７年７月４日開催されました。対象は、新潟県立海
洋高等学校の 3 年生 12 名、先生 3 名です。
　見学会の１コマが日本潜水協会北陸支部の担当となりましたので以下の講義を行いました。
　1） （一社）日本背水協会の概況について（高橋北陸支部長）
　2） 潜水作業における基礎知識について（北陸支部　白井駐在部長）
　3） 防食工施工時の水中作業について（北陸支部会員　新潟潜水興業 ( 株 )　高橋取締役）

当日は、糸魚川から実習船に乗り新潟港に入港し、午前中に港湾工事の現場見学がありました。午後２時
からの当方の講義も、しっかり聞いて頂きました。

アルミ陽極（模型）による原理の説明
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富山県立滑川高等学校における進路ガイダンスについて
　
　令和7年10月16日に1年生を対象に進路ガイダンスが開催されました。滑川高校には、普通科・

薬業科・商業科・海洋科の４学科がありますが２年次、３年次には学科の枠を超えて科目を選択

することも可能です。

　進路ガイダンスには、２２の機関（主に大学、専門学校等）が参加していました。

　北陸支部では、駐在部長と新潟潜水興業(株)から「潜水士の仕事」についての説明を行いま

した。

　生徒の皆さんの科目選択の参考となり、将来的に潜水業界への参加に繋がればと思いました。

1回目ガイダンス　生徒3名、教論2名

2回目ガイダンス　生徒4名
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新門司沖現場見学会を開催

１．開催概要
開催日 ： 令和7年12月4日（木）11時～ 15時
場　所 ： 北九州空港周辺（新門司2期）
主　催 ： 一般社団法人 日本潜水協会 九州支部
協　力 ： みらい建設工業㈱、㈱若港、㈱白海

２．見学内容
はじめに、北九州港湾・空港整備事務所より

・ 新門司沖土砂処分場2期地盤改良工事
・ 北九州空港護岸改良築造工事について、
　工事概要の説明があった。

　その後、船舶に乗船し工事現場へ移動した。
生徒たちは、至近距離で施工状況を見学すること
ができ、大変興味深く観察していた。特に、日頃
教室では学ぶことのできない実際の施工機械や作
業の様子に強い関心を示し、活発に質問する姿が
見られた。

　見学の最後には、船で北九州空港周辺を一周
し、護岸や空港関連施設など、普段近くで見る機
会の少ない構造物を見学した。生徒たちは終始興
奮した様子で、有意義な学習機会となった。

３．総括
　今回の現場見学会は、生徒にとって港湾工事や海
洋土木の現場を理解する貴重な機会となり、マリン技
術コースでの学びをより深める内容となったと思いま
す。今後も、若い世代に海洋関連産業への関心を高
めてもらうため、引き続きこのような見学会を実施して
いきたい。

協　賛 ： 国土交通省 九州地方整備局 北九州港
　　　　 湾・空港整備事務所
参加校 ： 福岡県立水産高等学校 マリン技術コース
参加者 ： 2年生 18名、引率教師 5名
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各地のイベントに参加しました（近畿中国四国支部報告）

イベント名：広島みなとフェスタ
日　 　 時：令和 7 年 3 月15 日（土）、16 日（日）10:00 ～ 16:00
主　 　 催：広島みなとフェスタ実行委員会
会　 　 場：広島みなと公園及び広島港周辺・似島
来場者数：5 万人
協会ブース来場者数：700 人
展 示 等：潜水ヘルメット、水中ドローン、全面マスク、説明パネル、顔出しパネル、
　 　 　 　 潜水マスク装着体験 
　

協会ブース全景 協会ブース内部

顔出しパネル 潜水マスク装着体験
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来場者に人気の潜水マスク装着体験 フル装備で潜水マスク装着体験

顔出しパネル 自衛隊員にも好評

イベント名：第２８回たまの・港フェスティバル
日　 　 時：令和 7 年 5 月17 日（土） 、18 日（日）
主　 　 催：たまの港フェスティバル実行委員会
会　 　 場：宇野港第一突堤
来場者数：26,000 人

展示ブース全景 目前に自衛隊の輸送船

協会ブース来場者数：1,000 人
展 示 等：潜水ヘルメット、水中ドローン、
　　　　　全面マスク、説明パネル、顔出しパネル、
　　　　　潜水マスク装着体験 
　

自衛隊輸送船
協会ブース
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イベント名：小松島港まつり　みなと見学会
開   催   日 : 令和７年７月２１日（月）
開催場所 : 徳島・小松島港小松島港区　本港地区
主      催 : 四国地方整備局小松島港湾・空港整備事務所
来   客   数：25 組　約 80 人

整備局港湾業務艇による港内見学 潜水ヘルメット装着体験

顔出しパネル 顔出しパネルと潜水ヘルメット装着者

協会ブース 整備局受付ブース
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1. 開催概要
開 催 日：令和7年8月21日（木）～22日（金）
会　　場：福岡県立水産高等学校 
主　　催：全国水産・海洋高等学校協会
参加校数：全国より9校25チーム
目　　的：ダイビング技術と安全性の向上のた

め、日頃培った成果を全国の水産・海洋高校生
との交流を通して発表、さらには、水産教育の
重要性と意義を広くアピールする。

２．開会式
　主催者挨拶に続き、来賓より未来の海洋産業を
担う若者たちへの激励があった。

 

3. 競技内容
　50mフリッパー、中性浮力コンテスト、スクーバー
機材セッティング、ダイビングレスキュー、オクトパス
ブリージング、200mフリッパーリレー
　男女とも二日間にかけて行われた。

4. 閉会式
　総合優勝は秋田県立男鹿海洋高等学校で、日
本潜水協会会長賞は髙橋会長から手渡された。
　本大会は、全国の水産・海洋高等学校の生徒が
日頃培った潜水技術を競い合い、互いに技術を高
め合う貴重な場となっていました。競技内容はい
ずれも実践的で、安全潜水やチームワークの重要
性を再認識させるものでした。

第28回全国水産・海洋高等学校ダイビング技能コンテスト
全国大会（九州支部報告）

写真1：開会式の様子

写真5：閉会式写真2：中性浮力コンテスト

写真3：スクーバー機材セッティング

写真4：200ｍフリッパーリレー
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「海の日記念行事2025」に出展 

　30 回目の節目となる今回の開会式及び功労者表彰式に秋篠宮皇嗣妃両殿下がお成りになられ、事前に各
ブースもご視察されました。協会ブースでは顔出しパネルや潜水ヘルメットの装着体験が大好評で、スマホ
撮影希望者で賑わっていました。なお、ブース来場者数は 1 千名、主催者発表のイベント来場者数は 8 千
名でした。

◆日　時：令和7年7月21日（月祝）11：00～17：00
◆会　場：東京国際クルーズターミナル（東京都江東区青海二丁目地先） 
◆主　催：総合海洋政策本部、国土交通省、日本財団 
◆協　力：公益社団法人 日本港湾協会（港湾関係の冊子、DVDの提供）   
　　　　　三国屋建設 株式会社（潜水機材の展示、スタッフの派遣）
　　　　　株式会社 ゼロ（ドライスーツの展示）
◆展 示 品：潜水機材、潜水に関するパネル、潜水に関する映像（DVD）
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「東京湾大感謝祭2025」に出展

　今回も横浜市役所アトリウムで開催された東京湾大感謝祭 2025 に協会ブースを出展しました。会場オープ
ン時から多くの来場者があり、ブースへは 2 日間で 1 千 2 百名がお越しになり、潜水に興味を持っていただ
きました。ブースは限られたスペースではありますが、より潜水を体験できるような展示を検討して参ります。
なお、主催者発表のイベントへの来場者数は 1 万 2 千名でした。

◆日　時：令和7年9月27日（土）～28（日）10:00～17:00
◆会　場：横浜市役所 1Fアトリウム 
◆主　催：東京湾大感謝祭実行委員会
◆共　催：国土交通省関東地方整備局、環境省、横浜市、東京湾再生官民連携フォーラム
　　　　　一般財団法人 みなと総合研究財団、東京湾の環境を良くするために行動する会
◆協　力：公益社団法人 日本港湾協会（港湾関係の冊子、DVDの提供）
　　　　　三国屋建設 株式会社（潜水機材の展示、スタッフの派遣）
◆展示品：潜水機材、潜水に関するパネル、潜水に関する映像（DVD）  
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海洋土木技術者の担い手の確保・育成に係る
連絡調整会議　開催報告

　本会議は、港湾整備をはじめとする海洋土木技術の持続的発展と港湾潜水技士等の担い手の確保・育成
に寄与することを目的として関係６機関をもって組織し、平成２９年から開催しているものです。
　今回、会議に先立ち実習プールにおける生徒の潜水実習を見学、会議においてはこれまでの取り組みにつ
いて各機関が報告し、今後の取組について意見交換を行いました。

◆日　　時：令和７年１０月２７日（月）１５：００－１６：３０
◆場　　所：岩手県立種市高等学校　会議室、実習プール（見学）
◆参加機関：国土交通省　東北地方整備局、岩手県教育委員会　学校教育室
　　　　　　岩手県立種市高等学校、岩手県洋野町
　　　　　　（一社）日本埋立浚渫協会　東北支部、（一社）日本潜水協会　

潜水実習見学

連絡調整会議
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東北地方整備局
山本港湾空港部長

岩手県教育委員会
佐々木産業・復興教育課長

種市高等学校
尾﨑校長

洋野町
岡本町長

日本埋立浚渫協会東北支部
川俣副支部長

日本潜水協会
髙橋会長

日本潜水協会
藤井専務理事

潜水実習見学
準備風景

潜水実習見学
モニター画面
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みなとではたらく!　港湾工事の魅力公開中
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ももいろインフラ―Ｚ　YouTube動画アップ　



56  2026. 1  SENSUI  No.91

 
会員企業のTV報道

◇國富㈱
2025年7月12日に広島ホームテレビの番組「届け！ひろしま応援歌」
内「未来会議＠広島」で放映された会社の紹介動画です。

https://www.youtube.com/watch?v=CCSFGpz0iEg

◇白鳥建設工業㈱
NHK北海道ニュース
https://search.app/aP9Jd

北海道テレビ（テレビ朝日系）
https://youtu.be/i8w0reJAt7E?si=Gn-8Jzi0RAXR6GVc

北海道新聞デジタル版
https://youtu.be/muxGKLen-ts?si=2U9wGEzCH2R6xMSP

戦後80周年の節目にサハ
リンから引き揚げ船「小
笠原丸」がロシアの潜水
艦に攻撃され留萌沖にて
沈没した三船遭難事件の
水中映像撮影に成功しま
した。
  その様子が北海道のテ
レビ各社で放送されまし
た。
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　全国水産高等学校長協会教科「水産」研究委員会潜水部会ホームページの「関連団体連携」コーナー
において潜水協会提供の担い手確保に向けた情報を高校生たちが得られるよう掲載いただいています。

　◆高校生の求人を積極的に行っている会員企業79社の
　　ホームぺージリンク
　◆国土交通省港湾局と関連業界団体のnoteアカウント
   　「みなとではたらく！」のリンク及びバナー

　　http://www.senken-web.jp/renkei.html

全国水産高等学校長協会ホームページにおける連携
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令和７年開催　第53回定時総会の報告

　令和7年5月26日月曜日、東京都港区のアジュール竹芝において第53回定時総会を開催致しました。定時
総会は、全議案が可決され終了いたしました。総会に出席された会員の皆様、委任状を提出いただいた
会員の皆様、ご協力いただきありがとうございました。
　本総会をもって理事を退任される森川雅行理事（資格認定委員会委員長）の後任として、池田薫株式会
社不動テトラ執行役員副社長、監事を退任される柘植則孝監事の後任として、檜茂五洋建設株式会社土
木営業本部調査役が選任されました。
　また、総会後に開かれた理事会において、以下のとおり会長他役職者が選定されました。

会　　長	 髙橋　宏理事（留任）	 運営委員会委員長	 丸山隆英理事（留任）
会長代行副会長	 高橋和彦理事（留任）	 資格認定委員会委員長	 池田　薫理事（新任）
副会長	 丸山隆英理事（留任）	 技術・安全委員会委員長	 國富將嗣理事（留任）
専務理事	 藤井　敦理事（留任）　　　	 広報・編集委員会委員長	 堀松　誠理事（留任）

北海道支部長	 堀松　誠理事（留任）　　　	 中部支部長　　　　　　	梅田宜嗣理事（留任）
東北支部長	 髙木　潤理事（留任）　　　	 近畿中国四国支部長　　	 國富將嗣理事（留任）
関東支部長	 戸栗博樹理事（留任）　　　	 九州支部長　　　　　　	井川臣治理事（留任）
北陸支部長	 高橋和彦理事（留任）　　　	 沖縄支部長　　　　　　	平良恒男理事（留任）
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協会の動き

（令和7年1月～3月）
●令和7年度　理事会
　第4回　令和7年3月24日（月）

●令和7年度　運営委員会
第3回　令和7年3月6日（木）

●技術・安全委員会
第2回　令和7年3月7日（金）

●港湾潜水技士資格更新講習
令和7年2月16日（日）

於:東京都（7）、仙台市（2）、神戸市（10）、　　

    那覇市（2）

令和7年3月16日（日）

於:東京都（7）、札幌市（6）、金沢市（1）

令和7年5月18日（日）

於:東京都（2）、札幌市（1）、仙台市（5）

令和7年7月13日（日） 

於:東京都（1）、仙台市（2）、新潟市（2）、

    静岡市（5）、神戸市（9）、那覇市（1）

令和7年10月19日（日）

於:東京都（9）、札幌市（1）、仙台市（2）、

    新潟市（1）、名古屋市（3）、岡山市（22）、

福岡市（28）

令和7年12月14日（日）

於:東京都（8）、札幌市（1）、新潟市（2）、

    那覇市（8）

　＊（　）内は受講者数。

●イベント出展
広島港フェスタ

　令和7年3月15日（土）・16日（日）於:広島市

　※近畿中国四国支部、九州支部参加

（令和7年4月～令和7年12月）
●第53回定時総会

令和7年5月26日（月）

●令和7年度理事会
第1回　令和7年5月 9 日（金）

第2回　令和7年5月26日（月）

第3回　令和7年5月26日（月）

●令和7年度運営委員会
第1回　令和7年 9 月 1 日（月）

第2回　令和7年11月 4 日（木） 

●港湾潜水技士資格認定委員会
<委員会>

第1回　令和7年 5 月12日（月）

第2回　令和7年 8 月29日（金）

第3回　令和7年10月24日（金）

第4回　令和7年12月19日（金）

<専門部会>

第1回　令和7年 6 月20日（金）

第2回　令和7年 8 月22日（金）

第3回　令和7年 9 月 5 日（金）

第4回　令和7年10月17日（金）

第5回　令和7年12月12日（金）

●令和7年度広報・編集委員会
第1回　令和7年5月8日（木）

第2回　令和7年9月2日（火）

●技術・安全委員会
第1回　令和7年11月6日（木）

（令和7年１月～ 12月）
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●支部総会          
北海道支部	 令和7年７月 9 日（水）於：札幌市

東北支部	 令和7年7月 8 日（火）於：仙台市

関東支部	 令和7年7月16日（水）於：横浜市

北陸支部	 令和7年6月 4 日（水）於：新潟市

中部支部	 令和7年7月 3 日（木）於：名古屋市
近畿中国四国支部	 令和7年7月 4 日（金）於：神戸市

九州支部	 令和7年7月18日（金）於：福岡市

沖縄支部	 令和7年6月30日（月）於：那覇市

●令和7年度港湾潜水技士認定試験
　（1級～3級）

講習会　令和7年9月27日（土）

　　　　　於:東京地区、近畿地区、

　　　　　　九州地区、北海道地区

試　験　令和7年9月28日（日）

　　　　　於:東京地区、近畿地区、

　　　　　　九州地区、北海道地区

●令和7年度特別港湾潜水技士認定試験
令和7年11月30日（日）

　　於：東京都、神戸市、福岡市、札幌市

　（午前：講習会、午後：試験）

　　　　　　　　　　　　　　

●講習会等
令和7年11月13日（木）　

　SCOPE寄付講座

 （日本大学理工学部海洋建築工学科）

　　 講師：髙橋 宏　協会会長

令和7年11月27日（木）

　潜水作業安全教育（東京都下水道局、WEB）

　　講師：橋本 昭夫　協会技術顧問

令和7年12月11日（木）

　潜水作業安全講和

  （NTTワールドエンジニアリングマリン）

　　 講師：國富 將嗣 近畿中国四国支部長

●国土交通省港湾局長要望
　国土交通省港湾局長 令和7年11月4日（火）

●地方整備局等意見交換会
沖縄総合事務局　令和7年 6 月30日（月）於:那覇市

九州地方整備局　令和7年 7 月18日（金）於:福岡市

近畿地方整備局　令和7年11月26日（水）於:神戸市

四国地方整備局　令和7年12月 1 日（月）於:高松市

中国地方整備局　令和7年12月 2 日（火）於:広島市

中部地方整備局　令和7年12月 3 日（水）於:名古屋市

北陸地方整備局　令和7年12月 4 日（木）於:新潟市

関東地方整備局　令和7年12月 8 日（月）於:横浜市

北海道開発局　　令和7年12月11日（木）於:札幌市

●イベント出展
たまの港フェスティバル

　令和7年5月17日（土）・18日（日）於:玉野市

　※近畿中国四国支部参加

小松島港まつり

　令和7年7月21日（月）於:小松島市

　※近畿中国四国支部参加

海の日記念行事

　令和7年7月21日（月）於:東京都

　　※本部・関東支部参加

東京湾大感謝祭2025

　　令和7年9月27日（土）・28日（日）於:横浜市

　　※本部・関東支部参加

●駐在部長会議
第 1 回　令和7年 5 月27日（火） 於:東京都

第２回　令和7年12月16日（水） 於:東京都
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国土交通省港湾局長への要望

令和７年１１月４日（火）、国土交通省港湾局長へ当協会から要望を行いました。
要望事項及び回答要旨は以下のとおりです。
◇ 要望日時：令和７年１１月４日（火）15：10 ～ 16：00
◇ 場　　所：国土交通省（１０階　港湾局会議室）
◇ 出席者（敬称略）

髙橋会長ご挨拶森橋大臣官房技術参事官ご挨拶

【 国土交通省港湾局】　　　　　　　　　　　　　【 一般社団法人 日本潜水協会】
大臣官房技術参事官	 森橋　　真	 会　長	 髙橋　　宏  
〔技術企画課〕	 	 	 会長代行副会長（北陸支部長） 	 高橋　和彦
技術企画課長	 酒井　敦史	 副会長	 丸山　隆英
港湾建設室長	 種村　誠之	 専務理事	 藤井　　敦
港湾工事高度化室長	 畠田　繁実	 理　事（資格認定委員会委員長） 	池田　　薫
品質確保企画官	 磯谷　智彦	 理　事	 田所　篤博
直轄事業推進官	 三浦　　健	 理　事	 水谷　　誠
課長補佐　　　　　	 釘田　裕樹	 理　事（北海道支部長） 	 堀松　　誠
課長補佐　　　　　	 柳　　幸一	 理　事（東北支部長） 	 髙木　　潤
課長補佐　　　　　	 深津　幸宏	 理　事（関東支部長）	 戸栗　博樹
課長補佐　　　　　	 佐藤　克行	 理　事（中部支部長）	 梅田　宜嗣
港湾工事安全推進官	 脇坂　　節	 理　事（近畿中国四国支部長）	 國富　將嗣
首席港湾工事安全推進官	荒井　昭浩	 理　事（九州支部長） 	 井川　臣治
専門官	 對木　　努　
〔総務課〕	 	 	 	      
調整官	 鳥井　和樹
課長補佐	 中野　靖久
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　当協会に所属する潜水事業者は港湾・海岸事
業等における潜水作業を高い品質かつ安全性に
配慮して実施しております。  
　一方で、会員企業の大多数は経営規模が比較
的に小さく、その経営基盤は脆弱です。 

（１）潜水作業を必要とする事業量の確保
潜水業の健全な経営の維持のため、①今後
の港湾・海岸事業において潜水作業を必要と
する事業量の十分な確保を引き続きお願い
します。

（２）新たな施策への潜水作業の活用 
②GX（グリーントランスフォーメーション）
などの新たな施策においても、例えばブルー
インフラの創出や保全などについては潜水
士が活躍できるのではと考えます。ご検討
いただくよう、よろしくお願いします。

①令和6年1月の能登半島地震を受け、我が
国において安全・安心への関心が今まで以上
に大きくなっているところです。  
　この様な中で、港湾において安全・安心を
確保するための中核的施設である防波堤や
護岸の基礎等の整備に加え、今後さらに需
要の増大が見込まれる老朽化した港湾施設
の水中部点検に必要不可欠である潜水作業
の重要性は、ますます高まっていると感じ
ています。  
国土交通省港湾局としても「経済財政運

営と改革の基本方2025」を受けて、令和8年
度予算では、港湾関係社会資本の更なる整
備促進に加え、ＧＸやＤＸの推進、防災・
減災、国土強靱化の推進等のための港湾整
備事業の増額確保に向け、引き続き努力し
て参ります。加えて、令和7年 6月6日に閣
議決定された「第1次国土強靱化実施中期計
画」では、今後5年間での事業規模としてお
おむね20兆円強程度を目途とし、今後の資
材価格・人件費高騰等の影響については予
算編成過程で適切に反映するとされていま
す。引き続き、安定的・計画的に国土強靱化
に必要な事業規模を確保できるよう取り組
んでまいります。  
加えて、総理指示のもと、総合経済対策

の策定に向けた検討を進めており、成長投
資による強い経済の実現や、防災・減災・国
土強靱化等に資す る令和7年度補正予算の
確保についても尽力して参ります。  

要　　　望 回 答 要 旨

　1.　潜水作業を必要とする事業量の確保について
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国土交通省港湾局長への要望

　潜水業界の健全な維持・発展に向けて潜水士
の担い手確保・育成が不可欠ですが、近年の少
子化や若者の建設業離れなどの影響により、人
材確保が増々困難になっております。  
　協会ではいままで、岩手県立種市高等学校や
全国の水産・海洋高等学校との連携を進めてき
ました。具体的には、出前講座の実施、港湾潜
水技士資格認定試験の在学時学科試験の実施、
ダイビングコンテストなど諸活動への支援など
を行っております。更に、種市高等学校や一部
の水産・海洋高等高校などについて、支部総会
へ出席いただき意見交換を行うなどの取組を進
めています。  
　今後も、担い手確保・育成などの取り組みを
進めて参りたいと考えておりますので、業界横
断的なPR活動の実施とそのための動画等の作
成の協力、地方整備局が主催している出前講座
及び直轄事業現場見学会などへの参加、大学で
の講義への参加、オープンキャンパスへの参画
などについて、 ご協力ご支援のほどよろしくお
願いします。  

  
②現在、全国各地でブルーインフラの整備
に取組んでいるところであります。ブルー
インフラにおける藻場の造成や生物共生型
港湾構造物の整備、モニタリング等につい
ては、潜水士による水中作業が不可欠であ
ると考えておりますので、引き続き、貴協
会とも連携し、ブルーインフラ事業を推進
して参ります。  

　潜水士の担い手確保・育成については、港
湾整備の実施に不可欠であると認識してお
り、貴協会による担い手育成活動について
感謝致します。  
　現場見学会など各種イベントについて、
他機関とも連携して取り組んで いるところ
ですが、特に潜水士は、水中での作業が主
であり、港湾整備の縁の下の力持ちである
と認識しております。その重要性から潜水
作業の広報が非常に重要であると考えてお
ります。  
　本件に関して、貴協会と協働して立ち
上げた「港湾工事の魅力発信協議会」では、
本年７月よりメディアプラットフォーム
「note」を活用した情報発信を開始したとこ
ろです。今後も人材確保に向けた企画立案
や情報発信を貴協会と一体となって進めて
いきたいと考えておりますので、ご協力よ
ろしくお願いします。  

要　　　望 回 答 要 旨

　２．潜水士の担い手確保・育成について
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　港湾潜水技士は、高い施工技術と潜水技術を
併せ持ち、安全かつ効率的な港湾工事に必要と
される十分な資質を保持しており、地方整備局
等の発 注工事におきまして潜水作業従事者の
資格として活用いただいているとこ ろです。  
　工事の安全及び品質の確保のため、そして潜
水士の処遇の改善のためにも港湾潜水技士資格
の活用は重要であると考えており、以下の点に
ついて 要望します。  

（１）特別港湾潜水技士の活用
　特別港湾潜水技士については、総合評価に
おける加点対象としていただくなどの施策講
じていただき感謝しております。そのうえで、
今後は特別港湾潜水技士を登録基幹技能者
資格とするよう準備を進めておりますが、①
港湾工事等潜水作業従事者配置要領等におい
て、特別港湾潜水技士の位置づけを加えてい
ただくようお願いいたします。 
 

（２）調査業務等における港湾潜水技士資格の活用
②調査業務等においても、調査の品質や安全
性の確保のために港湾潜水技士資格の保有を
必須とするなどの検討をお願いいたします。 

（３）資格に応じた処遇  
資格制度の健全な運用のためには資格レベル
に応じた処遇（例えば賃金）の実現が必要であ
ると考えております。建設キャリアアップシ
ステ ムの導入を協会では準備しております
が、③資格に応じた処遇は建設キャリアアッ

①特別港湾潜水技士については、港湾工事
における水中部の施工状況の調査に従事す
る潜水士の技術及び地位向上を図り、工事
の安全及び品質確保の観点から、非常に重
要な資格であると認識しております。  
　今後、特別港湾潜水技士が建設業法に基
づく登録基幹技能者資格として国土交通大
臣の登録を受けた場合は、港湾工事等潜水
作業従事者配置要領等への位置づけについ
て、貴協会と意見交換させていただき、検
討して参ります。 

②港湾潜水技士資格(特別、１級～３級)につ
いては、公共工事の品質確保の促進に関す
る法律に基づく国土交通省登録資格の担当
技術者に登録されており、調査業務等にお
いても品質や安全性確保の観点から、非常
に重要な資格であると認識しております。  
　水中部施工状況確認業務では、特別港湾
潜水技士の資格保有を必須としています。
一方でそれ以外の調査業務等においては、
港湾潜水技士資格の保有を必須とすること
まではできませんが、国土交通省登録資格
の管理技術者に登録していただくことで更
なる活用が図られると思います。引き続き、
貴協会と意見交換させていただければと思
います。  

③建設キャリアアップシステムへの対応に
ついては、潜水士の処遇改善の観点から、
建設キャリアアップシステムを潜水士に導

要　　　望 回 答 要 旨

　3.	 港湾潜水技士資格の活用について
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プシステムの重要な要素であると考えられ、
その点での処遇の改善について検討をお願い
します。  

（４）港湾管理者への働きかけ  
④港湾管理者が実施している事業におきまし
ても、国と同様に港湾潜水技士資格の必要性
を理解いただき、資格を保有する潜水士を適
切に活用していただくよう引き続き働きかけ
をお願いします。  

 

　令和元年にいわゆる担い手三法が改正され、
令和６年度からは建設業に対して改正労働基準
法の労働時間の上限規制が適用されています。  
　政府全体の取り組みとして、働き方改革が進
められています。今後、週休２日（４週８休）工
事の常態化により月の実稼働日数が減少し、潜
水士など日給制の技能労働者の収入の減少が懸
念されます。  

（１）潜水士労務単価の見直し
　潜水士が作業できる日数は限られており、
①休日が増えても日給制技能労働者の総収入
が減少しないような施策の検討並びに実施を
よろしくお願いします。  
　また、作業日数の減少により施工出来高が

入することは有効であると考えています。
他団体からも港湾で働く技能者の処遇改善
のため海洋土木工の創設についてご要望を
いただいております。まずは各団体で調整
をいただいた上で、港湾局としても関係他
部局の動向を注視しつつ、潜水士に対する
建設キャリアアップシステムの導入に向け
協力して参ります。  
  

④国及び港湾管理者等が課題や方針を共有
し、着実に取組を進めることを目的に設置
した「港湾等事業実施円滑化会議」の場にお
いて、港湾潜水技士資格の必要性を理解い
ただき、資格を保有する潜水士を適切に活
用していただくよう、引き続き、働きかけ
を行って参ります。  

①②④公共工事設計労務単価を設定する
部署に単価の設定方法について確認いたし
ましたが、皆様から提出された調査票を適
切に反映して単価を設定しているとの回答
を得ております。潜水士労務単価について
は、共事業労務費調査により設定されてお
り、給与形態などの諸条件毎に回答が可能
となっております。引き続き調査票への適
切な記入についてご協力をいただきますよ
うお願いします。  
　また、資格の保有による基本給の加算、
手当等が支給されている場合は、公共事業
労務費調査で記載いただきますようお願い
します。  
③公共工事設計労務単価にて公表されてい

要　　　望 回 答 要 旨

国土交通省港湾局長への要望

　4.	 働き方改革の推進について
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減少しているため売上も減少しています。一
方で、潜水士の待遇を維持するため給料を減
額させることはできません。  
　このため、②４週８休体制に沿った労務費
の改善をお願いします。  
　なお、③労務単価には潜水機材などの費用
も含まれていると認識しておりますが、その
割合について、お教えいただくようお願いし
ます。  

（２）多能工である潜水士の処遇の改善 
　潜水士は潜水士免許、港湾潜水技士資格は
もちろんのこと、作業のために必要な玉掛け
技能者、小型船舶操縦士、アーク溶接免許、
送気調節係員、ガス溶接技能、巻き上げ機運
転者、再圧室操作係員、土木施工管理技士、
移動式クレーン運転士など数多くの資格が必
要な多能工ですが、保有資格に見合った処遇
がなされていません。④多くの保有資格が必
要な潜水士に対応した労務単価の引き上げな
どご検討いただくようお願いします。  

（３）元請・下請関係の適正化
　さらに、潜水業は、下請けとして工事に参
加することが主であり、発注者が国であるか、
地方自治体であるかに関わらず品確法の観点
からも適切な利潤を得ることが重要でありま
す。⑤諸経費検証モデル工事などの施策を講
じていただきますが、その効果を確認し、必
要な対策を講じていただくようお願いします。 

る労務単価に関しましては、国土交通省で
設定しておりますが港湾局の所管外となっ
てございますので回答については控えさせ
ていただきます。参考といたしまして、港
湾局で設定しております令和7年度ダイバー
標準賃金において、潜水器具損料およびボ
ンベ充填費が標準賃金に占める割合（各潜
水深度区分の単純平均）は、約３割となって
おります。  
  
⑤港湾局としては、諸経費動向調査の対象
となっている工事について、別途全下請企
業を任意対象とした「諸経費等に関するアン
ケート」を実施し、実態の確認を行っており
ます。この結果を踏まえ、引き続き対策を
検討して参ります。

　

要　　　望 回 答 要 旨
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①損料設定における潜水士船の大型化につ
いては、船舶稼働実態調査において引き続
き注視して参ります。  
　なお、令和8年度損料基準改定に向けて、
今年度は船舶等損料検討委員会を開催し本
格検討を行って参りますので、実態調査を
踏まえ適切に対応して参ります。なお、貴
協会におかれては、実態調査票への適切な
記入についてご協力をお願いします。  
  
②作業船の維持更新への支援策について
は、作業船の減少や乗組員の高齢化などの
課題に対して、令和5年3月に「港湾・空港工
事の持続可能性を確保するための作業船の
あり方」を取りまとめました。  
　この「作業船のあり方」では、持続可能な
設備投資を可能とする事業環境の整備や、
担い手の確保・育成及び働き方改革に資する
事業環境の整備等に取り組むこととされて
います。  
　これを受けて令和5年10月に「港湾工事の
持続可能性確保に向けた作業船に関する官
民会議」を設置し、引き続き潜水士船を含め
作業船の支援策について検討を進めて参り
ます。  
　また既存の制度として政策金融公庫の中
小企業向けの低利融資についても積極的な
活用をお願いいたします。  

　現在、港湾・空港工事の持続可能性を確保す
るための作業船のあり方についてご検討いただ
いていることに、感謝申し上げます。  
　私共にとっても潜水士船は潜水作業に必要不
可欠なものです。一方で、潜水士船の数は年々
減少し、また、その船齢は高くなっております
が、公共工事の変動があることから潜水士船の
新造、更新はなかなか進んでいない状況です。  
　また、防波堤の外側での作業、居室やトイレ
の設置など作業環境改善のために潜水士船が大
型化する傾向にあります。  
　一方で、作業船の建造価格、損料については、
作業船の更新が進んでいないためにデータが集
まらず、古いデータも含めて使用せざるを得な
い状況からその結果として数字が伸び悩んでい
る状況にあります。  
　そのため、以下の点について要望します。  

（１）①潜水士船の大型化の実態を踏まえた損料
の設定 

（２）②潜水士船の維持・更新への支援策の導入

要　　　望 回 答 要 旨

　5.	 潜水士船の更新支援について

国土交通省港湾局長への要望



68  2026. 1  SENSUI  No.91

 

　港湾工事の分野においても各工種でのICT活
用の取り組みが進められています。  
　港湾工事の一翼を担う潜水工事の分野におい
ても、水中音響カメラ等による潜水作業のモニ
タリングや潜水作業へのICT導入などにより、
安全性、生産性の向上が図られるのではないか
と期待しています。 

（１）モデル工事の結果を踏まえた標準化の推進 
　潜水作業の安全性・生産性向上についての
モデル工事が本年度から試行工事として一歩
前進していることに感謝申し上げます。①導
入の効果が認められた機器については、積算
への反映など行い標準化を進めていただくよ
うお願いします。  

（２）捨石均し作業の確保と現状把握 
　港湾構造物の基礎となる、捨石均し作業に
おいて機械均しの拡大などにより、潜水士の
活躍できる場が減少しております。捨石均し
作業は潜水士の育成の場としての役割も担っ
ており、工期などの問題がなければできるだ
け人力均しを採用するなど潜水士による捨石
均し作業が確保されますよう、配慮をお願い
します。そのため、②全国の人力均し、機械
均しの施工事業量の実態などを把握し、人力
均し、機械均しの役割分担が行われるように
施策を講じていただくようお願いします。 

（３）機械均しと潜水士の協働
　捨石均し作業は、技術提案のテーマで機械

①令和4年度より実施してきた潜水作業の安
全対策モデル工事は、令和7 年度より試行
工事として格上げし、直轄港湾工事の様々
な現場で適用可能となっております。引き
続き、貴協会とも意見交換しつつ導入効果
を分析し、緊急浮上用ボンベをはじめ、生
産性及び安全性向上に資するICT機器の標
準化を進めてまいります。  
  
②潜水士の担い手育成に資する施工事業量
の確保は重要な課題であると認識していま
す。近年の実績では、均し作業を伴う工事
件数ベースで約８割が人力均しを採用して
います。＜参考１＞  
  
　一般的に、大水深である場合や工期に制
約があり、かつ施工数量が膨大である場合
に機械均しを採用する傾向にありますが、
人力均しと機械均しの使い分け及び潜水士
の活用については、どのような方法がある
か検討してまいります。  
　潜水士でなければ実施不可能な施工も
あると考えており、引き続き、潜水士の作
業の安全性、生産性の向上について、貴協
会にご参画いただいている「港湾における
i-Construction・インフラDX推進委員会」に
て検討 を進めて参りますので、ご協力をお
願いします。  
  
③港湾工事において、基礎捨石の機械均し
と潜水士の協働は重要な課題と認識してい

要　　　望 回 答 要 旨

　6.	 潜水作業の生産性・安全性の向上について
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均しが求められている場合がありますが、機
械均しを行った際の途中経過や出来形の確認
等についても潜水士の目視や触手などでの確
認が重要であると考えております。 
  例えば捨石均しの出来形では、石が3点以上
互いに接していること、大小の石が適切に噛
み合っていること、不安定な浮き石がないこ
となどの確認が必要ではないかと考えており
ますので、③出来形の確認に当たって潜水士
が協働できるようご検討いただくようよろし
くお願いします。

（４）被覆ブロックの活用
　施工断面の大型化に伴い、被覆石の2層積
みなどの断面が採用されている事例がありま
すが、大型の被覆石の二層積みの作業は危険
性を伴います。④潜水士の安全性や作業性の
向上のために被覆ブロックの採用を検討いた
だくようよろしくお願いします。

ます。  
　ICT活用工事においては、捨石機械均し
の出来形確認のうち、目視による観察が必
要となる石の分布状況及び安定性等の確認
について、潜水士により実施することとし
ております。  
  
④被覆ブロックの採用については、設計や
施工検討を行う際に、現場条件等の適応性
を踏まえた上で、コスト・施工性、更には、
安全性、施工事例等を勘案し、検討するよ
う地方整備局等に引き続き周知して参りま
す。  

要　　　望 回 答 要 旨

国土交通省港湾局長への要望



70  2026. 1  SENSUI  No.91

   
令和７年度港湾潜水技士認定試験実施状況

【１級～３級】
1. 実施概要

令和７年度の港湾潜水技士（１～３級）認定試験を令和７年９月２８日（日）、１０時から１７時に以下のとお
り実施しました。

①試験スケジュール
　各試験科目については、以下の時間割により試験を実施しました。

級 10:00〜12:00 13:00〜15:00 15:00〜17:00

1級 学科試験（筆記） 机上実技試験（筆記） 口述試験

2級 同　　上 水中実技試験・陸上実技試験・口述試験

3級 同　　上 同　　上

②試験会場

試験地 級 試験科目 試　験　会　場

東京地区
1級 全ての試験科目 5東洋海事ビル

2・3級 全ての試験科目 國富㈱市川営業所

近畿地区
1級 全ての試験科目 神戸商工貿易センタービル

2・3級 全ての試験科目 國富㈱大阪営業所

九州地区
1級 全ての試験科目

國富㈱福岡営業所
2・3級 全ての試験科目

北海道地区 2・3級 全ての試験科目 ㈱大歩
　
③講習会の実施について
　 試験前日の令和７年９月２７日（土）に技術講習会を実施しました。

2. 受験者数および合格者数
令和７年度の港湾潜水技士（１～３級）認定試験の出願者数、受験者数、合格者数は、以下のとおりです。あ

らたに６１人の方が資格認定されています。  

①出願者数　　（　）は令和６年度
1級 2級 3級 合　計

東　京 １３（19） １３（19） ７（ 2） ３３（ 40）
近　畿 ８（ 5） ９（14） １０（ 2） ２７（ 21）
九　州 １５（11） １４（17） ３（ 0） ３２（ 28）
北海道 ０（ 6） １１（10） ６（ 3） １７（ 19）
合　計 ３６（41） ４７（60） ２６（ 7）  １０９（108）
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②受験者数　　（　）は令和６年度
1級 2級 3級 合　計

東　京 １２（15） １２（15） ６（ 2） ３０（ 32）
近　畿 ８（ 4） ９（14） １０（ 2） ２７（ 20）
九　州 １５（ 8） １４（14） ３（ 0） ３２（ 22）
北海道 ０（ 6） １１（ 9） ６（ 3） １７（ 18）
合　計 ３５（33） ４６（52） ２５（ 7） １０６（ 92）

③合格者数　　（　）は令和６年度
1級 2級 3級 合　計

東　京 １２（14） １２（13） ６（ 2） ３０（ 29）
近　畿 ７（ 4） ９（13） １０（ 2） ２６（ 19）
九　州 １１（ 7） １４（13） ３ （ -） ２８（ 20）
北海道 －（ 6） １１（ 8） ６（ 2） １７（ 16）
合　計 ３０（31） ４６（47） ２５（ 6） １０１（ 84）

④合格率【合格者数／受験者数】
1級 2級 3級 合　計

東　京 １００．０％ １００．０％ １００．０％ １００．０％
近　畿 ８７．５％ １００．０％ 　１００．０％ ９６．３％
九　州 ７３．３％ １００．０％ １００．０％ ８７．５％
北海道 －－－－－－ １００．０％ １００．０％ １００．０％
合　計 ８５．７％ １００．０％ １００．０％ ９５．３％

⑤高等学校在学時受験（３級学科試験）実施結果　　（　）は令和６年度
出願者 受験者 合格者 合格率

岩手県立種市高等学校 　８（ 7） 　８（ 7）

２５
（14）

７３．５％
（46.7％）

新潟県立海洋高等学校 　５（ 2） 　４（ 2）
京都府立海洋高等学校 　１０（3） 　９（ 3）
福岡県立水産高等学校 １７（19） １３（18）

合　　　計 ４０（31） ３４（30）
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令和７年度特別港湾潜水技士認定試験実施状況

１．実施概要
　令和７年度の特別港湾潜水技士認定試験を令和７年１１月３０日に４ヶ所において、以下のとおり実施し
ました。

① 試験スケジュール
　各試験科目については、以下の時間割により試験を実施しました。

特別港湾潜水技士
資格認定試験

9:30 ～ 12:00 13:00 ～ 15:00
技術講習会 学科試験（筆記）

13：30 ～ 17:00
口述試験

② 試験日・試験地
分類 試 験 日 試験場所 試験会場 備　　考

試　験
令和７年

１１月３０日

東京都 ５東洋海事ビル
神戸市 神戸商工貿易センタービル
福岡市 TKP博多駅筑紫口ビジネスセンター
札幌市 北農健保会館

③ 講習会の実施について
　試験当日の午前中に、技術講習会を実施しました。

２．受験者数及び合格者数
　令和７年度の特別港湾潜水技士認定試験の出願者数、受験者数、合格者数は、以下のとおりです。
新たに２９名の方が資格認定されております。

① 特別港湾潜水技士認定試験実施状況　（　）は令和６年度
試験日 試験場所 出願者数 受験者数 合格者数

令和７年
１１月３０日

東京都 ２（ 9） ３（10） ３（10）
神戸市 １０（ 7） １０（ 7） １０（ 7）
福岡市 １５（12） １３（11） １３（11）
札幌市 ４（  7） ３（ 7） ３（ 7）

合　　計 ３１（35） ２９（35） ２９（35）

② 合格率【合格者数／受験者数】
　　合格率は100.0％でした。
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③ 特別港湾潜水技士認定試験合格者の推移（令和２年度～）
令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度

受験者数 １７ ２１ １８ ４８ ３５ ２９
合格者数 １７ ２１ １７ ４７ ３５ ２９

３．港湾潜水技士資格有効者（地区別）
 ① 認定試験合格者数（地区別）

②更新講習会受講者数（地区別）
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 表 彰表 彰  ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

令和７年春・秋 黄綬褒章受章者
　令和７年春の褒章において、籾山國男氏（元 籾山工業株式会社 代表取締役）並びに和田内洋子氏（元 
和田内潜建株式会社代表取締役）が黄綬褒章を受章されました。
　令和７年秋の褒章においては、木原一雄氏（木原海事株式会社 代表取締役兼潜水士）並びに平良恒男
氏（株式会社沖縄物理カイケン社長）が黄綬褒章を受章されました。
　長年にわたる潜水業への精励に対する、栄えあるご受章を心からお祝い申し上げます。

○元 籾山工業株式会社 代表取締役 籾山 國雄氏
　籾山國男氏は、昭和４５年から潜水士として秋田港を拠点に能代港
及び酒田港、遠くは宮崎港と精力的に外郭施設の建設、港湾・海岸管
理施設の施工に従事し、さらに平成８年からは代表取締役として担い
手育成や技術の伝承に積極的に取り組み、港湾の建設、発展のために
尽力されました。また、昭和５７年日本海中部地震、平成２３年東日
本大震災においては、発災翌日から不明者の捜索や浮遊物の撤去、支
援物資の搬送等を行い、さらに災害復旧工事の支援を実施し港湾施設
の復旧・復興へ貢献しました。

○元 和田内潜建株式会社 代表取締役 和田内 洋子氏
　和田内洋子氏は、自社の経営をはじめ、地元建設業の発展を願い、
技術者の育成、人材の確保等に尽力されました。また、地元の行事に
も積極的に関わり、地域の発展にも貢献しています。（ご息女と伝達式
会場にて）

○木原海事株式会社 代表取締役兼潜水士 木原 一雄氏
　木原一雄氏は約60年にわたり潜水士として港湾工事・海洋土木に従
事し、東京湾を中心に日本の港湾整備に大きく貢献されました。若く
して代表取締役に就任後も現場主義を貫き、厳しい経済状況下でも社
員を守り会社を成長・存続させました。協会関東支部の役員として業
界の橋渡し役と後進育成に努め、地域活動や防災・環境保全を通じ社
会にも貢献しています。
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○株式会社沖縄物理カイケン代表取締役社長 平良 恒男氏
　平良恒男氏は平成元年に当協会那覇支部副支部長、平成19年からは
那覇支部長（現沖縄支部長）を勤められ通算36年の長きにわたり地域会
員を取り纏め、潜水業界の発展にご尽力されています。
　大学卒業後は外国船籍タンカー乗組員として諸外国を寄港、その後
米国潜水学校へ留学され水深67ｍ余まで潜ることができる深海潜水資
格を取得されるなど潜水技術を高められました。
　会社２社を設立し自ら潜水士として県内外の官民海洋工事等へ従事
され、また水中部施工状況確認業務の調査潜水士としてもご尽力され
ました。
　今後とも後継者育成など生涯現役を目標として頑張る決意を述べら
れていました。

◇令和７年春・秋 当協会関係者の叙勲・褒章受章者
　受賞者の皆様、誠におめでとうございます。
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東北地方整備局長表彰

支部名 氏　　名 住　　所 所　属　会　社 受賞年月日

東　北 舘石　健幸 岩手県九戸郡洋野町 （有）共和海事工業所 R7.7.24

東　北 青山　 隆 福島県いわき市 （株）青山海事 R7.7.25

関東地方整備局長表彰彰

支部名 氏　　名 住　　所 所　属　会　社 受賞年月日

関　東 神子沢一彦 千葉県市原市 コハラ工業（株） R7.7.21

◇令和７年度表彰受賞者
　受賞者の皆様、誠におめでとうございます。

国土交通大臣表彰 （敬称略）

支部名 氏　　名 住　　所 所　属　会　社 受賞年月日

東　北 荒津内徳美 青森県三戸郡階上町 （有）共和海事工業所 R7.7.24

関　東 小橋　清徳 岩手県九戸郡 名護海洋建設（株） R7.7.21

中　部 山内　玉男 愛知県名古屋市 （株）橋本潜水興業 R7.7.30

近畿中国四国 鈴木　智也 兵庫県尼崎市 明大潜水工業（株） R7.7.22

近畿中国四国 青木　 勝 岡山県玉野市 水中開発㈱ R7.7.24

国土交通大臣顕彰（建設マスター）

支部名 氏　　名 住　　所 所　属　会　社 受賞年月日

中　部 上田　哲也 愛知県名古屋市 荒沢工業（株） R7.10.28

北海道開発局長表彰

支部名 氏　　名 住　　所 所　属　会　社 受賞年月日

北海道 辻󠄀　 和洋 北海道苫小牧市 （株）正和興業 R7.7.22

中部地方整備局長表彰

支部名 氏　　名 住　　所 所　属　会　社 受賞年月日

中　部 上沢　 豊 静岡県静岡市 （株）KAITO R7.7.23
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一般社団法人日本潜水協会会長表彰（令和7年5月26付け表彰）※一種会員代表者

支部名 会　員　名 役職・氏名 住　　所

関　東 （株）海洋技術サービス 代表取締役　星　 智和 神奈川県横浜市

九　州 （株）西方建設 代表取締役　西方  彰浩 福岡県北九州市

九　州 塩塚建設（株） 代表取締役　塩塚  浩靖 福岡県京都郡苅田町

沖　縄 （株）マリンワークス 代表取締役　関　 敏也 沖縄県名護市

沖　縄 （株）平戸潜建 代表取締役　平戸　 稔 沖縄県島尻郡与那原町

沖　縄 （有）マエダ潜水 代表取締役　前田元和志 鹿児島県大島郡和泊町

沖　縄 （有）沖海工 代表取締役　名護  綾子 沖縄県那覇市

沖　縄 山下潜水工業所 代表　山下  正美 沖縄県浦添市

表 彰  

近畿地方整備局長表彰

支部名 氏　　名 住　　所 所　属　会　社 受賞年月日

近畿中国四国 中村　 稔 大阪府大阪市 國富（株） R7.7.22

中国地方整備局長表彰

支部名 氏　　名 住　　所 所　属　会　社 受賞年月日

近畿中国四国 徳田　 寛 岡山県岡山市 岡山海事（株） R7.7.30

四国地方整備局長表彰

支部名 氏　　名 住　　所 所　属　会　社 受賞年月日

近畿中国四国 岡部　利夫 徳島県徳島市 （有）岡部綜合建設 R7.7.22

九州地方整備局長表彰

支部名 氏　　名 住　　所 所　属　会　社 受賞年月日

九　州 村上　玄幸 福岡県京都郡苅田町 村上海事（株） R7.7.24
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◇一般社団法人日本潜水協会会長表彰（令和7年2月28日付け表彰）※優秀卒業者

・ 岩手県立種市高等学校　海洋開発科　3年生　鈴木　寿弥

◇感謝状贈呈者

１．柳　 利 光 様
平成元年４月から令和７年３月まで教諭（福岡県立水産高等学校）として長年にわたり海洋科生徒の育成指
導に努め、潜水業界への就職を勧めるなど協会事業の遂行に貢献された。

２．森川　雅行 様
平成２９年５月理事就任以来、平成２９年９月から令和７年３月まで港湾潜水技士資格認定委員会委員長を
務め、資格認定事業など協会の発展に貢献された。

３．柘植　則孝 様
令和３年５月から令和７年５月まで監事を務め、法律及び定款に基づく監査を行うなど協会業務の適正な執
行に貢献された。

４．小林　雅幸 様 
令和３年６月から令和７年３月まで港湾潜水技士資格認定委員会委員を務め資格認定事業の運営に貢献
された。

５．川村　昭二　様
平成２９年６月から令和６年９月まで協会職員（総務部長、調査役）として総会、理事会及び各委員会など
協会の運営に貢献された。

一般社団法人日本潜水協会会長表彰（令和7年5月26日付け表彰）※潜水士

支部名 氏　　名 所属会社等 住　　所

北海道 神　　 晃 白鳥建設工業（株） 北海道留萌市

東　北 酒井  祐一 （株）細川産業 青森県青森市

東　北 小池　 功 海勇潜水（株） 宮城県岩沼市

関　東 松木  洋平 （有）房総潜建 神奈川県横浜市

関　東 大久保真一 （有）田原海事 千葉県千葉市

中　部 岡田  浩司 （株）河崎海事 愛知県西尾市

近畿中国四国 中村　 稔 國富（株） 大阪府大阪市
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●高気圧障害発生時のホットライン利用状況 
　・ 令和７年は高気圧障害発生時のホットライン利用が２件ありました。
　・ 潜水作業後や後日、体に異常が発生した場合には遠慮せずにホットラインを使用し、
　　速やかに専門医の指導を受けるようにして下さい。
　・ ホットラインの電話番号は、当協会ホームページの「会員向け情報」をご覧下さい。
　　なお、このページを閲覧するには、パスワードが必要になります。
　　パスワードが不明の場合は、当協会本部又は各支部にお問い合わせ下さい。
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事 務 局だより

北海道支部

　会員の皆様には、日頃から北海道支部の業務
に対し、ご協力をいただき誠にありがとうござい
ます。
　主な事業経過として、「令和 7 年度　水中部施
工状況確認業務」は 7 件を受注し、全体回数
130 回完了に向けて実施中です。（H7.11 月時点）
　このほか、第 38 回支部総会（R7.7.9）、第 9 回
支部運営委員会（R7.11.07）を、開催いたしました。
　支部総会後は懇談会を開催し、総会出席者の
他、国土交通省北海道開発局、（一社）寒地港湾
空港技術研究センター、（一財）港湾空港総合技
術センター北海道支部等より、ご出席を賜り44 名
の参加で意見交換を行いました。
　昨年に引き続き、担い手確保に向けた連携強
化のため、小樽水産高等学校からもご参加をいた
だきました。
　その他、令和 7 年度の会員の状況と北海道支
部独自の取組みについて、お知らせいたします。

「令和 7 年度会員」 
　1 種会員は 1 社退会、2 種会員は 1 名退会、3
種会員は１社退会し、現在の会員の状況は以下の
とおりです。
　　1 種会員　　14 社
　　2 種会員　　15 名
　　3 種会員　　24 社

「調査担当者会議」
　4 月18 日（金）札幌市において、特別港湾潜水
技士及び会員会社の安全担当者 16 名が参加して、
開催されました。　
　本会議の内容は、令和 7 年度の水中部施工状
況確認業務の発注予定・内容、報告書作成の留
意点、安全対策や事故防止対策に掛かる講話等、
業務を受注する上で必要となる技術力を維持向上
させるための取り組みとして、毎年４月に実施して

います。
　具体的には、七海部長から令和 7 年度の業務
委託単価改定について、令和 7 年度水中部施工
確認業務の発注予定状況等の説明が行われまし
た。

　本間副支部長からは「令和 7 年度技術安全委
員会（第２回）」の報告と「内港不定期航路事業
の申請」に係る情報提供、「肺年齢について」ダ
イバーが留意すべき潜水に適正な肺機能の確認に
ついて、自らの体験を踏まえたお話しをいただき
ました。
　また、潜水作業にあたって労働基準監督署から
是正が求められた事例の報告が行われ、法令等
に基づく現場での安全対策について、周知徹底が
図られました。

「現場見学会」
　海洋土木および潜水業界の担い手確保・育成
の取組として、北海道支部では初めてとなる現場
見学会を開催しました。
　主体となる参加機関は、北海道開発局留萌開
発建設部留萌港湾事務所、北海道立小樽水産高
等学校と、当支部です。
　また、フィールドとなる現場の工事受注者であり、
１種会員の白鳥建設工業（株）には、協力会社も
含めた全面的な協力をいただき、実施することが
出来ました。
　見学会の内容は以下のとおり

「浸漬性肺水腫について説明する本間副支部長」

（令和７年度　調査担当者会議）
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日　　時：令和７年７月２８日
場　　所：留萌港
参 加 者：海洋漁業科２年　　　　　２５名
　　　　　引率教員　　　　　　　　　４名
　　　　　留萌港湾事務所　　　　　　３名
　　　　　日本潜水協会北海道支部　　６名
見学内容：①港湾業務艇「ゆりかもめ」による
　　　　　　留萌港概要説明
　 　 　 　 ②防波堤改良工事でのクレーン付き台
　　　　　　船による被覆ブロック据付作業見学
　 　 　 　 ③空中・水中ドローン操縦体験　　　
 

   （小樽水産高等学校現場見学会） 

　現場での見学会終了後は、参加者全員で昼食を
とり交流を図りました。
　グーグルフォームを活用した事後アンケートは
９０％以上の回収率で、約８割の生徒が「港作り
に関わる仕事に対して興味を持った。」と、回答
がありました。　

「港湾潜水技士認定試験」
　北海道では 1 級～ 3 級の港湾潜水技士認定試
験は平成 26 年度、特別港湾潜水技士認定試験
は令和元年度以降、試験地の設定がありませんで
した。
　令和 6 年度からは、会員が所有する訓練施設
を使用し、港湾潜水技士の認定試験を実施して
いるところです。
　令和 7 年度は 1 級～ 3 級港湾潜水技士認定試
験は函館、特別港湾潜水技士認定試験を札幌に

試験地を設けた結果、１級は受験者がありません
でした。しかし、3 級の認定試験では、道外から
受験される方もあり、試験会場を道内に設定する
以前の状況からは、受験者が増加する傾向に変
化はありませんでした。
　来年度も一定の受験希望者がある場合には試
験地を北海道にも設定し、港湾潜水技士の増員
に勤めたいと思います。　　

「見学会」 
　北海道支部では、今年も10 月15 日に 8 名の
参加で見学会を実施しました。
　今年は、会員がダム施設の点検や維持管理に
係る工事に参加する場合があることから、ダムの
施設見学を実施することとしました。
　今回見学を行ったのは、札幌近郊の温泉街定
山渓にあって、秋のシーズンは紅葉が美しく、観
光客も多く訪れる、国土交通省北海道開発局が
管理する豊平峡ダムです。
　見学会では、ダム管理事務所で担当者からダム
の構造や用途等の概要について説明を受けた後、
ダムの堤体中央に設置されている放流バルブまで
堤体外部に設置されているキャットウォークを歩い
て移動しました。

　（豊平峡ダムのダムカード）
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　途中、ダム堤体に隣接して設置された管理用の
エレベーターに乗って移動するなど、秘密基地感
満載で、普段一般人には入ることが出来ないエリ
アに案内していただき、50 代～ 70 代のオヤジた
ちは年甲斐もなく、はしゃいでしまうのでありまし
た。

 

（放流バルブ間近の見学）

　インフラツ－リズムにより、このような社会資本
施設見学が商品化される中で、ダム人気の高まり
が理解できる見学会となりました。

「表彰等」
　今年度は 4 月に春の叙勲瑞宝章小綬章、5 月に
日本潜水協会会長表彰、7 月に北海道開発局長
表彰、各 1 名が表彰されました。   

◇春の叙勲　瑞宝章　小綬章
　　吉本　靖俊：（株）西村組
◇（一社）日本潜水協会会長表彰
　優良会員
　　神　　晃：白鳥建設工業（株）
◇北海道開発局港湾空港関係功労者表彰
　功労者
　　辻 　和洋：（株）正和興業
　　　　　　　　　　　　　（敬称略）

 

（北海道開発局港湾空港関係功労者表彰式
辻氏は前列左から２人目）

　表彰を受けられた３名の皆様には、誠におめで
とうございました。

☃（前田）

東北支部

会員の皆様には常日頃より東北支部の活動にご
支援ご協力いただき大変ありがとうございます。

令和７年の主な支部活動について報告します。

●『会員状況』（Ｒ７．１２．１現在）
　　　 ・第１種（普通）会員：２４社
　　　 ・第２種（特別）会員：２４名
　　　 ・第３種（賛助）会員：１６社　

●『港湾潜水技士認定資格更新講習会の
　 実施』
　本部での開催に併せ東北支部内等において
Web方式により港湾潜水技士資格更新講習会を
実施しました。
　なお、港湾潜水技士資格は、平成２８年４月１
日に国土交通省の登録資格として設定され５年毎
の更新が義務化されました。「更新を行わなかっ
た場合は、資格失効」の取扱いとなりますのでご
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留意願います。忘れずに手続きをお願い致します。
（会場： 東北支部）
　・５月１８日（日）、７月１３日（日）、
　　１０月１９日（日）、１２月１４日（日）

【受講者】
　 ・１級港湾潜水技士　　　６名　　　　　
　・２級港湾潜水技士　　 　３名　
　　　    合　   計　　　     ９名

【今後の予定】
　（会場： 東北支部）
　・令和７年　２月１５日（日）、３月１５日（日）

●『 令和７年度　東北支部総会の開催 』
７月８日（火）仙台市（仙台サンプラザ）におい

て令和７年度第８回東北支部総会を開催しました。
総会は、本部より髙橋会長、藤井専務理事、本
間企画部長をお招きし総勢３９名の出席で無事総
会議事を承認頂きました。また、その後に岩手県
立種市高等学校 平谷海洋開発科長から海洋開発
科の現状について説明していただき、潜水士の担
い手育成状況に関する情報を知ることができまし
た。

その後の講演会では、株式会社ゼロ 営業本部 
部長 入江聡彦氏から「安全な緊急浮上のための
装備について」と題しご講演を頂き、潜水時の緊
急浮上となる事故に関する事、また、緊急浮上装
置の必要性、そして浮力調整具等による安全に緊
急浮上するための装置について４０名の出席者に
て聴講しました。

また、懇談会は、総会出席者の他、来賓として、
「国土交通省東北地方整備局、（一社）日本埋立
浚渫協会東北支部、（一財）港湾空港総合技術セ
ンター東北支部、岩手県立種市高等学校」よりご
出席を賜り５０名の参加で意見交換を行いました。

令和７年度の総会は多くの皆様と開催し情報交
換等により交流を深めることができ、非常に有意
義なものとなりました。

●『 水中溶接・切断技能講習会の開催 』
東北支部主催で４月１９日（土）～２０日（日）

に岩手県立種市高等学校において東北支部会員
（13 名）を対象に「水中溶接・水中切断技能講習
会」を開催しました。初日は座学で水中溶接・切
断の概要、実習指導書により基礎知識を高め、翌
日、水中溶接実習プール において水中溶接・水
中切断の実技講習を行い実践的な技術を習得しま
した。参加者からは、水中溶接・水中切断の基
礎知識を習得し、また専用プールで実践的な訓練
ができ、さらに同業者との交流の場となり非常に
有意義な講習会でしたとの意見がありました。

講習会の開催にあたり種市高校の教職員の皆
様には会場及び資器材の準備を行っていただき、
更に当日は実習補助として対応いただき誠にあり
がとうございました。

株式会社ゼロ　営業本部　部長　入江聡彦氏からのご講演状況

実習状況（水中溶接）　
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 ●『 港湾工事安全研修会への参加 』
１０月２３日（木）ホテルモントレ仙台において（一

社）日本埋立浚渫協会東北支部、（一社）日本海
上起重技術協会東北支部共催の「港湾工事安全
研修会」に日本潜水協会東北支部として参加しまし
た。当日は、国土交通省東北地方整備局港湾空
港部工事安全推進室長 浅野宣幸氏から「港湾工
事における安全対策について」、第二管区海上保
安本部交通部航行安全課長 白井雅人氏から「港
湾工事における留意点について」、海洋情報部監
理課長 真角聡一郎氏から「海洋情報の適切な利
用促進について」安全に対する講話がありました。
また（一社）日本埋立浚渫協会から「港湾工事の安
全管理について」、東北支部安全委員長 富澤佳
太氏から「流出油の適切な処理」について講和があ
り、事故を防止するためには継続した安全活動を
行い安全に対して努力することが重要であることを
再認識し非常に有意義な研修となりました。

●『 令和８年度　第９回東北支部総会 』
　（お知らせ）

令和８年度の東北支部総会は下記のとおり予定
しています。

   　開催日 ： 令和８年７月７日（火）
   　場　所 ： 仙台サンプラザ（仙台市） 

令和８年は更に充実した支部活動が実施できるよ

う努力して参りますのでよろしくお願いいたします。

　（東北支部　東山）

関東支部

平素より会員の皆様には、当支部の業務運営に
ひとかたならぬご協力を賜り、この紙面をお借りして、
厚く御礼申し上げます。

ベイスターズは去年日本一になってビールかけし
て祝って終わりましたが、今年は甲子園でぷつっと
終わりました。また、三浦監督が退任するという一
番大きな変化があった年でした。

話は変わりますが、2027 年に神奈川県横浜市
瀬谷区と旭区に広がる上瀬谷通信施設跡地を主
会場で国際園芸博覧会が開催されます。日本の国
際博覧会としては、2025 年の大阪・関西万博の次
に開催される博覧会です。

公 式マスコットトゥンクトゥンク（ 英 : Tunku 
Tunku）は、宇宙の彼方から地球に憧れてやって
来た精霊で、地球を模した「おうち」に宿り、地球
がきれいになると花を咲かせ、汚れると元気がなくな
るとされるとのことです。

　実習状況（水中切断）
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【会員状況】（R7.12.1 現在）
第１種（普通）会員：27 社
第２種（特別）会員：38 名
第３種（普通）会員：41 社

【第 53 回定時総会】
5 月26日（月）アジュール竹芝「天平」で行われま

した「第 52 回定時総会」に参加しました。

【第 35 回関東支部総会】
7 月16日（水）横浜市（ナビオス横浜）おいて、会

員皆様のご協力も得て無事終了することができまし
た。ありがとうございました。懇談会では、会員の
皆様からの色々なご意見等をいただき、今後の課
題として検討等をして行きたいと思っています。　　

　　　　

【東京湾大感謝祭 2025】
 ９月27日（土）～ 9 月28日（日）におこなわれた、

「東京湾の魅力を発見しよう! みんなで東京湾の未
来を創ろう」に戸栗支部長が本部と一緒に参加しま
した。

【港湾潜水技士認定試験】
9 月28日（日）に東京都港区と千葉県市川市にお

いて実施しました。１・２・３級の受験者はすべて
全員合格しました。合格された方おめでとうござい
ました。

	
【国土交通省関東地方整備局との意見交換会】

12 月8日（月）意見交換会を開催しました。要望
事項は 5 項目、①港湾潜水作業を必要とする事業
量の確保について②港湾潜水技士資格の活用に
ついて③働き方改革について④潜水士の担い手確
保・育成について⑤潜水士船の更新支援について
以上の項目に対し、それぞれ前向きの回答をいただ
き、今後の支部活動向上につながる有意義な意見
交換会でした。関係者の方々に対しまして熱くお礼
を申し上げます。

（関東支部　三浦）関東支部総会

意見交換会で要望する戸栗支部長
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北陸支部

会員の皆様には北陸支部の活動に際し、ご協
力いただき大変ありがとうございます。

それでは令和７年の主な支部活動及び今後の予
定等について報告させていただきます。

『北陸支部の概要』　　　
　支部の会員状況（R7.12.1 現在）　　　
　・第 1 種（普通）会員　：10 社
　・第 2 種（特別）会員　：16 名
　・第 3 種（賛助）会員　：11 社

『令和 6 年度港湾工事安全衛生講習会の開催』
令和 7 年 2 月期

　令和 6 年度の講習会は令和 7 年 2 月13日（木）
13:00 ～ 17:00、新潟市内「新潟グランドホテル」に
て開催いたしました。主催は（一社）日本埋立浚渫
協会北陸支部、（一社）日本海上起重技術協会北
陸支部、（一社）日本潜水協会北陸支部の 3 団体
の共催で行いました。　　　　
　来賓として北陸地方整備局港湾空港部長佐々
木規雄様をお招きし、工事の安全対策について 2
つの事例紹介、2 題の講義、1 講演の内容で開催
いたしました。それぞれの講義を受講し、安全衛
生活動等の重要性を再認識したところです。

　なお、潜水協会関係者の参加は 29 名でした。
　

『令和 7 年度北陸支部総会』 
令和 7 年 6 月期

　6 月4日（水）新潟市（新潟東映ホテル）において、
令和 7 年度の北陸支部総会を開催しました。
　本部からは髙橋会長、藤井専務理事、九州支
部から井川支部長にお越しいただき総勢 32 名の出
席となり、第 1、2、3 号議案の議事を承認頂きまし
た。その後の講演会では髙橋日本潜水協会会長よ
り『日本潜水協会の最近の取り組みについて』と題し
ましてご講演を頂き、延べ 53 名の出席者にて聴講
致しました。

『港湾潜水技士資格更新講習について』   
令和 7 年 10 期～

　平成 28 年 2 月より国土交通省の民間登録資格
制度に基づく資格としての認可に伴い、「港湾潜水
技士資格更新講習」の受講が必須となりました。
　令和 7 年度の実績は以下のとおりです。
　□令和 7 年　7月13日　2 名（北陸支部事務所）
　　（Web 形式）
　□令和7年　10月19日　1名（北陸支部事務所）
　　（Web 形式）
　引き続き、2 月15日（北陸支部事務所）、3 月15
日（金沢市）の開催を予定しております。

講演会の聴講者

聴講する会員企業の参加者講義の様子
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『国土交通省地方整備局との意見交換会』
令和 7 年 12 月期       

　北陸地方整備局との意見交換会（12 月4日　新
潟市）を実施いたしました。
　北陸地方整備局への要望事項は、①潜水作業
を必要とする事業量の確保について、②元請 ･ 下
請関係の適正化について、③港湾潜水技士資格
の活用にかかる促進について、④潜水作業の生産
性・安全性の向上について、以上の４項目を提出
いたしました。
　ご当局様からの要望に対する回答は解りやすく
説明をいただき、今後の協会・支部活動向上等に
つながる有意義な意見交換会でした。関係者の
方 に々対しまして厚くお礼を申し上げます。

『令和 7 年度　港湾工事安全衛生講習会』（お
知らせ）
　開催日時：令和 8 年 2 月19日（木）
　　　　　  13:00 ～ 17:00
　場　　所：新潟グランドホテル 3 階（新潟市）
　共催団体は（一社）日本埋立浚渫協会北陸支部、

（一社）日本海上起重技術協会北陸支部、（一社）
日本潜水協会北陸支部、後援団体として国土交
通省北陸地方整備局様にお願いしております。
※詳細な案内は改めて当協会ホームページ及び支
部からご案内いたします。

『令和 8 年度　北陸支部総会』（お知らせ）
　令和 7 年度の北陸支部総会について下記のとお
り予定しております。
　開催日時：令和 8 年 6 月3日（水）
　場　　所：新潟東映ホテル（新潟市）  

（北陸支部　白井）

中部支部

会員の皆様には、⽇頃より⽀部活動にご⽀援、
ご協⼒いただきまして、誠にありがとうございます。
中部⽀部のこの１年間の活動状況について報告し
ます。

〇令和 7 年度会員
現在の会員状況は前年より１種会員が１社減と

なり、以下のとおりです。
　　１種会員　１６名
　　２種会員　１７名
　　３種会員　１１社

〇令和 7 年度⽔中部施⼯状況確認業務
令和 7 年度⽔中部施⼯状況確認業務は 7 港、

調査回数は６８回（昨年度４２回）の予定です。６８
回のうち名古屋港新⼟砂処分場の調査回数は４１
回予定されており、全体の６割を占めています。

〇中⽇新聞が潜⽔⼠を取材
令和 7 年 1 ⽉25⽇（⼟）、中部⽀部会員である

（株）河崎海事の潜⽔⼠、⽔野⼀真⽒を中⽇新
聞が取材しました。「お仕事⼤図解」という企画で、
⼦供向けに⼀つの職業を紹介するコーナーになって
おり、潜⽔⼠の仕事をわかりやすく紹介してもらいま
した。
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この紙⾯は令和 7 年 3 ⽉29⽇（⼟）「こども家族
でまなぶウイークリー」（毎週⼟曜⽇発⾏）に掲載さ
れました。

この紙⾯により、潜⽔⼠の仕事を知ってもらうよい
機会になりました。

（※この紙⾯は中⽇新聞の許諾を得て転載しています）

〇⽔産⾼校で進路ガイダンスに参加
令和 7 年 1 ⽉ 27 ⽇（⽉）、蒲郡市の愛知県⽴三

⾕⽔産⾼校の進路ガイダンス業種別説明会に参加
しました。1 〜 2 年⽣ 14 ⼈の⽣徒を対象に潜⽔
⼠全般の仕事、⼊社後の研修、新⼊社員の 1⽇
のスケジュール、⼀⼈前になるまでの過程を説明し
ました。⽣徒の⼀⼈は「ダイビングや海に関わる仕
事を希望している」、その他に福利厚⽣の質問な
どがありました。

令和 7 年 2 ⽉10⽇（⽉）と14⽇（⾦）に焼津市の
静岡県⽴焼津⽔産⾼校の進路ガイダンスに参加し
ました。1 〜 2 年⽣ 17 ⼈の⽣徒を対象に潜⽔⼠
の業務内容や現状、潜⽔⼠や必要となる資格など
説明後、港湾整備で潜⽔⼠の役割、現場で進む
無⼈化・省⼈化の取組みなど説明しました。⽣徒
からは、休⽇や福利厚⽣の他、やりがいなどについ
て質問がありました。

⼆校の進路ガイダンスに参加し、潜⽔⼠の仕事
が紹介でき、⼤変有意義な説明会となりました。こ
れを機に⼀⼈でも多くの⽣徒がこの業界に⼊社する
ことを期待しています。

〇令和 7 年度港湾管理者との意⾒交換会、　
　災害協定に関する年次連絡会

令和７年 5 ⽉19⽇（⽉）、ウインク愛知において、
令和 7 年度港湾関係団体と港湾管理者との意⾒
交換会および災害協定に関する年次連絡会を開催
しました。意⾒交換会では、当⽀部は「潜⽔作業
を伴う⼯事の品質と安全確保の観点から、地⽅公
共団体が契約する⼯事でも港湾潜⽔技⼠の資格を
活⽤してほしい」と要望しました。また、⽔中構造
物関係の中でも特に、⽔中⽀保⼯、底型枠、鋼
製型枠の賃料、⽔中コンクリートの各単価の向上を
要望しました。

〇令和 7 年度⽀部総会、⽀部役員会
令和 7 年７⽉３⽇（⽊）、アイリス愛知（名古屋市

中区）において、第３４回中部⽀部総会、第１回役
員会を開催しました。本部から髙橋会⻑、藤井専
務理事にご出席いただきました。総会では令和 7 
年度事業計画、予算を承認した他、全議案につい
て原案通り可決しました。

梅⽥⽀部⻑は冒頭「事業継続に必要な仕事の⾒
通し、新たな潜⽔⼠の確保は重要、会員の連携を
より⼀層深め、今年は若⼿の潜⽔⼠が集まる機会
を設けたい」とあいさつしました。

⾼橋会⻑は「建設キャリアアップシステムや潜⽔
作業への ICT 技術導⼊、担い⼿の育成では海洋・
⽔産⾼校との連携などに取り組んでいきたい」とあい
さつしました。
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総会後、有限会社平野潜⽔⼯業所代表取締役
平野⼀雄⽒から「10 年後を⾒据えた取り組み」と題
して講演していただきました。⼤変有意義な内容で、
改めて潜⽔⼠の重要性を再認識したところです。

その後、懇談会を開催し、中部地⽅整備局幹
部の皆様、愛知県⽴三⾕⽔産⾼校近藤教頭を来
賓としてお迎えし、総勢３3 名の⽅が参加しました。
懇談会では情報交換ができて、皆様との交流が⼀
層深まり、⼤変有意義な懇談会となりました。

〇港湾潜⽔技⼠資格更新講習会
令和 7 年 7 ⽉13⽇（⽇）、静岡会場（清⽔テルサ）

において、港湾潜⽔技⼠資格更新講習会の地⽅
開催をWEB ⽅式により開催し、５名が受講しまし
た。

令和 7 年 10 ⽉19⽇（⽇）には、名古屋会場（⾼
砂建設（株）名古屋⽀店）において３名が受講しまし
た。講習会は５年毎に受講していただくことになって
います。有効期限が近づいている⽅は、その最終
⽇の１年前から受講が可能ですので、受講をお願
いします。

〇中部地⽅整備局との意⾒交換会
令和７年１２⽉３⽇（⽔）、中部地⽅整備局港湾空

港部と意⾒交換会を開催しました。中部⽀部役員、
会員の⽅に出席していただき、当⽀部として抱えて
いる懸案事項、以下 6 項⽬について意⾒交換を
⾏いました。

1.	 港湾潜⽔作業にかかる事業量の確保
2.	 港湾潜⽔⼯事にかかる⼈材確保、技術伝

承への⽀援
3.	 潜⽔⼠の処遇の改善
4.	 元請・下請関係の適正化
5.	 潜⽔⼠船の損料、係留場所の確保
6.	 その他（⽔中構造物の単価の⾒直し）

要望についてご丁寧に回答していただき、⼤変
有意義な意⾒交換会でした。その後懇談会も盛況
のうちに終了し、関係者の皆様ありがとうございまし
た。

以上、中部⽀部からの報告でした。
（中部⽀部　⾅井）
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近畿中国四国支部

近畿中国四国支部における担い手確保・育成
の取組み活動報告
　会員の皆様方には常日頃より近畿中国四国支部
活動にご支援ご協力賜り誠に有難うございます。
　令和７年の関西は 1970 年開催（吹田）の大阪
の地で開催されて以降約半世紀振りに大阪万博

（人工島の夢洲の地で開催）が開催され、開催前
に危ぶまれた集客も万博後半には大盛況に沸くと
共に、関西の代名詞でもある阪神タイガースが惜
しくも日本シリーズはソフトバンクホークスに敗れ
はしたものの圧倒的な強さでセントラルリーグを制
し、大いに関西が盛り上がった年となりました。
　近畿中国四国支部も負けじと活発な活動を実施
してきており、令和７年の活動状況を紹介いたし
ます。

〇令和７年度会員状況（令和７年１２月１日現在）
　前年度から、１種会員（普通）１減、２種会員（特
別）１増、３種会員（賛助）増減なしです。
　　１種（普通）会員　　３０法人
　　２種（特別）会員　　４１名
　　３種（賛助）会員　　３５法人

〇港湾潜水技士資格更新講習会の実施
　更新講習会はコロナ化以降は協会本部からのＷ
ＥＢによるリモートにて３回実施する計画です。近
畿・中国・四国と管轄エリアが広いことから、交通
の結節点である岡山市内（10 月開催）で実施してい
ます。
　１回　令和７年７月１３日（日）　　
　　於：神戸市（神戸商工貿易センタービル）
　　受講者数　８名
　２回　令和７年１０月１９日（日）　 
　　於：岡山市（岡山シティホテル桑田町）　　　
　　受講者数　２２名
　３回（予定）　令和８年２月１５日（日）　　 

　　於：神戸市（神戸商工貿易センタービル）

〇港湾潜水技士認定試験の実施
　港湾潜水技士認定試験（１級～３級）を令和７年
９月２８日（日）、特別港湾潜水技士試験を１１月３０日
（日）に実施しました。　
　　１級　於：神戸市（神戸商工貿易センタービル）
　　　　  受験者数　８名
　　２級　於：大阪市（國富㈱大阪営業所）　　
　　　　  受験者数　９名
　　３級　於：大阪市（國富㈱大阪営業所）　　
　　  　　受験者数　１０名
　　特別　於：神戸市（神戸商工貿易センタービル）
　　　　　受験者数　１０名

〇令和７年（一社）日本潜水協会近畿中国四国
　支部総会開催
　（一社）日本潜水協会近畿中国四国支部総会は
令和７年７月４日（金）にザ・マーカススクエア神戸（神
戸市）において、２１名の会員 （委任状６０） の参加
のもと開催をしました。
　議題は第１号議案 . 令和６年度　支部業務報告
及び会計報告、第２号議案 . 令和７年度　支部業
務計画及び予算計画、第３号議案 . 近畿中国四
国支部　支部役員改選で、皆様のご協力も得まし
て、３議案とも承認をいただくことができました。
　総会後には近畿地方整備局副局長小林知宏様
による、「港湾・海岸に関する主な動き」と題し、講
演をいただき、３８名が聴講をしました。
　更に、近畿地方整備局の港湾空港幹部の方々
も多数出席していたただいての懇談会を開催、会
員との交流も図ることもでき、大変実りのある総会と
なりました。

〇各地方整備局との意見交換会の開催
　例年、近畿・中国・四国の各地方整備局との
意見交換会の開催を要請しており、令和７年度は、
１１月２６日（水）近畿地方整備局、１２月１日（月）四
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〇港におけるイベント開催への積極的な参加
　各地方整備局との協力により、特に令和５年度か
ら港のイベントに参加をしてきております。
　令和７年度は令和７年５月１７日（土）、１８日（日）

“たまの港フェスティバル”、令和７年７月２１日（月）に
“小松島港まつり”に協会として初めて参加をいたし
ました。
　更に、令和８年３月１４日（土）、１５日（日）に開催
予定の“ひろしま港フェスタ”にも参加を予定しており
ます。

〇担い手確保・育成の取り組み
　近畿地方整備局、港湾関係団体及び日本潜水
協会の共催で近畿圏内における大学ならびに高
等専門学校の土木系学生らを対象とした『オープン
キャンパス阪神港』が令和７年１１月８日（土）、１１月
１５日（土）の両日近畿地方整備局神戸港湾事務所
にて開催され、延べ１３名の学生が参加をいたしま
した。
　潜水協会からは一種会員の近畿海洋㈱より若手
潜水士の『田渕　光倭』様に学生との意見交換に
参加をしていただき、潜水士の魅力を伝えてもらい
ました。
　近畿地方整備局、（一社）日本埋立浚渫協会会
員の東亜建設工業㈱及び東洋建設㈱による「京都
府立海洋高等学校」の生徒を対象に、大阪港なら
びに舞鶴港において施工中の工事見学会が行われ
ました。
　大阪港においては、令和７年１１月１４日（金）にポ
ンプ浚渫工事をＷＥＢ配信による見学を、舞鶴港に
おいては、令和７年１２月１７日（水）に和田地区岸
壁基礎工事の現地見学をしていただきました。
　特に舞鶴港では潜水士による土砂撤去の作業を
直接見ていただくなど、協会にとっても大変有意義
な見学会となりました。
　さらに令和８年１月２１日（水）には、例年参加をし
ています山口大学での港湾工学講義にも山口大学
の卒業生で國富㈱の山本海渡様を講師として派遣

国地方整備局、１２月２日（火）中国地方整備局と行
いました。
　要望内容は各地方整備局共通で、①港湾潜水
作業にかかる事業量の確保、②潜水士の担い手
確保・育成について、③港湾潜水技士資格の活
用について、④働き方改革の推進について、以上
の４項目で、各地方整備局とも前向きな回答をいた
だきました。
　意見交換会後の懇談会でも熱い議論を交わしな
がら懇親を深めることができ、大変有意義な意見交
換会ができたこと関係者の皆様に対し、深く御礼を
申し上げます。

〇令和７年度港湾工事安全衛生講習会への参加
　港湾工事安全衛生講習会を令和７年９月１２日

（金）に近畿地方整備局港湾空港部がある神戸地
方合同庁舎において、近畿地方整備局、（一社）
日本埋立浚渫協会、（一社）日本海上起重技術協
会、（一社）日本潜水協会と共同開催し、潜水協
会からも５名で参加しました。
　講習会の内容は、第五管区海上保安本部交通
部航行安全課久内和彦専門官による「海上交通の
安全を守る」、兵庫労働局労働基準部安全課涌
田和宏安全専門官による「建設業の労働災害防止
について」、近畿地方整備局港湾空港部工事安
全推進室上野課長補佐及び港湾空港整備・補償
課範國課長補佐による「港湾空港関係直轄工事に
おける事故発生状況等及び働き方改革について」、

（一社）日本埋立浚渫協会安全部環境対策部会
相澤慎二部会員による「港湾工事の安全管理につ
いて」と題しての講習が行われました。

〇令和７年度の水中部施工状況確認業務
　令和７年度の水中部確認業務は、近畿・中国・
四国の各地方整備局の発注で、契約件数３件、
２５港で１２７回の調査を実施する計画です。
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する予定としております。

　引き続き支部活動も充実させてまいりますので、
今後とも各会員関係者様のご協力をお願いし、近
畿中国四国支部からの報告といたします。

　　（近畿中国四国支部　尾上）

九州支部

　会員の皆様には、日頃より九州支部の活動に対
し、ご支援・ご協力を賜り誠にありがとうござい
ます。ここに、令和７年度における支部の主な活
動状況について報告いたします。

１．会員状況（令和７年１1月１日現在）
　・第１種（普通）会員：２７社
　・第２種（特別）会員：３０人
　・第３種（賛助）会員：１１社

２．支部総会および意見交換会
　令和７年７月１８日、本部より髙橋会長、藤井
専務理事をお迎えし、支部総会ならびに九州地
方整備局港湾空港部との意見交換会を開催しまし
た。
　総会には４３名が出席し、第１号・第２号議案
について承認をいただきました。

　意見交換会では、次の６項目について当局へ意
見・要望を提出し、ご丁寧なご回答をいただきま
した。
　① 潜水作業を必要とする事業量の確保につい
て　② 潜水士の担い手確保・育成への支援につ
いて　③ 潜水業の受注額（下請け）実態確認に
ついて　④ 潜水作業の安全性・生産性向上に向
けた ICT 導入について　⑤ 潜水作業の安全性
を考慮した施工断面について　⑥ 高気圧障害発

生時の医療対応について
　本意見交換会は、今後の支部活動を進めるうえ
で大変有意義な機会となりました。

３．全国水産・海洋高等学校ダイビング技能
　　コンテスト
　令和７年８月２１日（木）～２２日（金）福岡県
立水産高等学校において開催されました。本大会
は、ダイビング技術および安全意識の向上を目的
とし、全国９校・２５チームが参加しました。

 
　競技内容は、５０ｍフリッパー、中性浮力コン
テスト、スクーバ機材セッティング、ダイビングレス
キュー、オクトパスブリージング、２００ｍフリッパー
リレーなど多岐にわたり、２日間にわたり熱戦が
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繰り広げられました。
　総合優勝は秋田県立男鹿海洋高等学校で、日
本潜水協会会長賞は、髙橋会長より直接授与され
ました。 

４．港湾潜水技士認定試験
　令和７年９月２８日（日）に実施された港湾潜水
技士認定試験では、九州地方整備局より酒井副
局長、鈴木港湾空港部長にご来臨いただき、受
験者へ温かい激励の言葉を賜りました。

５．港湾潜水技士資格更新講習会
　令和７年１０月１９日（日）に、福岡地区におい
て年１回実施される港湾潜水技士資格更新講習会
を、Web 形式で開催しました。今回は２８名の方
が受講されました。

６．みらうみプロジェクト
　みらうみプロジェクトは、海洋・水産教育に関す
る人材交流、教育・育成、情報共有、社会貢献
等の取組を通じ、福岡県における海洋・水産教育
の充実と発展、人材の確保・定着の促進を目的と
しています。
　本支部では、令和 7 年６月３０日（月）　福岡県
立水産高等学校にて、水中溶接作業の実演およ
び水中ドローンの操作指導

　令和 7 年１０月８日（水）　同校にて、捨石均し
作業の実演を実施

実習に参加した生徒からは、
　「水中溶接を実際に見て感動した」「潜水士とい
う仕事にさらに興味を持った」「水中ドローンの映
像が想像以上に鮮明で驚いた」など、多くの前向
きな感想が寄せられました。
　また、「将来潜水士になりたい」「港湾土木や水
中溶接についてもっと学びたい」といった声も多
く、実習を通して海洋土木分野への関心がより一
層高まったことがうかがえます。
　生徒たちは、水中溶接や水中ドローン操作の実
演を間近で体験することで、現場の技術力や安
全管理の重要性を実感するとともに、将来の進路
選択における貴重な学びの機会となったものと思
われます。
　今後も本支部では、若い世代に対して潜水技術
や海洋土木の魅力を伝える活動を継続し、地域
の海洋産業を支える人材育成に貢献してまいりた
いと思います。

　　　　　　　　　　　（九州支部　金本）
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沖縄支部

　平素より会員の皆様には沖縄支部運営にご指
導・ご協力いただきまして感謝申し上げます。
　昨年は地震災害、コメ騒動、クマ被害、政権
交代などあわただしい１年でしたが安心できる暮ら
しを切望します。令和７年の主な支部活動につき
まして報告します。

【 会員状況（R 7．12．1現在 】
　・第１種（普通）会員：１２社
　　　　　　　（※２社新規加入、１社退会）
　・第２種（普通）会員：８名
　・第３種（普通）会員：７社　

【 令和７年度 沖縄支部定時総会 】
　昨年度に引き続き６月３０（月）令和７年度沖縄
支部定時総会を開催しました。
　本部から髙橋会長、藤井専務、支部会員の多
数出席をもってすべての議案承認をしていただきま
した。
　総会後の懇親会も会員一同で杯を交わし、今後
の活力になったと思います。

【 令和７年度 沖縄支部意見交換会 】
　支部総会終了後、内閣府沖縄総合事務局の中
原開発建設部長をはじめ港湾・空港関係幹部職員

と本部から高橋会長、藤井専務、平尾沖縄副支
部長外会員の多数参加のもと意見交換会を開催し
ました。
　沖縄支部からは ICT 活用工事事例における諸
課題、元請・下請け関係の適正化等の切実な事
項について要望を行い、沖縄総合事務局からは前
向きな説明・回答をいただき今後の更なる潜水業
界の向上、発展に向けた有意義な意見交換会とな
りました。

【 港湾潜水技士資格更新講習会の開催 】
　１２月１４日（日）に令和７年度港湾潜水技士資
格更新講習会を開催しました。
　今年度も８名の多数の受講者参加がありまし
た。本部の本間企画部長、大村技術部長での講
師で Web（Zoom 利用）にて開催しました。

【 日本港湾協会定時総会 】
　令和 7 年 5 月 28 日（水）第 98 回公益社団法
人日本港湾協会定時総会（於：那覇文化芸術劇場
なはーと）において協会事業の発展に貢献のあっ
た港湾功労者１８７名へ「日本港湾協会港湾功労
者表彰」があり、沖縄支部から下記会員の方が表
彰されました。おめでとうございます。
　また、全受賞者１８７名の代表として平尾京次
様が謝辞を述べられました。

日本潜水協会と沖縄総合事務局との意見交換会
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■ 平尾 京次　　( 有 ) 浪速丸海事  代表取締役
■ 平戸　 稔　　( 株 ) 平戸潜建  代表取締役
■ 加藤　 康　　沖縄支部調査潜水士  　　     

　　　　　　
【 令和 7 年秋の褒章（黄綬）受章 】
　平良恒男沖縄支部長が令和７年１１月２１日に
国土交通省にて黄綬褒章（港湾建設業務奨励功
績）伝達式があり引き続き皇居にて天皇陛下拝謁
に参列されました。誠におめでとうございます。

【 その他県内事業紹介（首里城復元工事） 】
　かつて琉球王国の象徴であった首里城が令和
元年１０月３１日未明に発生した火災により被災し
ました。
　国内外からも多大な募金支援があり令和４年
１１月から正殿復元整備工事が始まり昨年１０月に
仮設作業施設が撤去され、まだ内装工事中です
が６年ぶりに再び朱色が鮮やかな正殿外観が見
学することができます。
　令和８年秋ごろの完成に向けて内装、その他
建築物工事等が鋭意進められています。
　　　

　　　　　　　　　　　　（沖縄支部 秋山）

 平尾副支部長 受賞者代表謝辞

６年ぶりに鮮やかな姿を現した首里城正殿外観

深海潜水作業を得意としていた
現役時代のヘルメット式潜水器
具とともに
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